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第
一
節　

問
題
の
所
在

　

本
論
文
の
目
的
は
、
い
わ
ゆ
る
如
来
蔵
思
想
と
如
来
蔵
縁
起
宗
の
関
係
に
つ
い

て
考
察
し
、
如
来
蔵
思
想
の
理
解
に
つ
い
て
問
題
提
起
す
る
こ
と
に
あ
る
。

　

ま
ず
、
私
の
問
題
意
識
を
簡
単
に
述
べ
て
お
き
た
い
。
中
国
に
お
け
る
「
如
来

蔵
縁
起
」
と
い
う
語
の
最
初
期
の
用
例
は
、
浄
影
寺
慧
遠
（
五
二
三
〜
五
九
二
）
の

著
作
に
確
認
さ
れ
る
（
１
）。
し
か
し
私
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
慧
遠
の
現
存
最
初
期
の
注

釈
書
と
推
定
さ
れ
る
『
勝
鬘
義
記
』
に
は
、『
法
華
経
論
』
に
依
拠
す
る
種
性
声

聞
（or

決
定
声
聞
）
と
退
菩
提
心
声
聞
を
提
示
し
て
、
前
者
を
小
乗
に
留
ま
る
声

聞
、
後
者
を
大
乗
に
転
入
す
る
声
聞
と
解
釈
し
て
い
る
（
２
）。

さ
ら
に
慧
遠
は
、
大
乗

の
教
化
対
象
は
漸
悟
菩
薩
（
退
菩
提
心
声
聞
、
小
乗
を
経
由
し
て
大
乗
に
参
入
す
る
菩
薩
）

と
、
頓
悟
菩
薩
（
直
接
大
乗
に
参
入
す
る
菩
薩
）
で
あ
り
、
前
者
を
教
化
す
る
の
は
漸

教
、
後
者
を
教
化
す
る
の
は
頓
教
と
述
べ
る
。
こ
の
慧
遠
の
解
釈
に
よ
れ
ば
、
種

性
声
聞
（or

決
定
声
聞
）
は
大
乗
に
転
向
し
な
い
の
で
、
大
乗
の
菩
提
を
獲
得
で
き

な
い
者
、
不
成
仏
の
衆
生
と
考
え
ら
れ
る
（
３
）。
こ
の
よ
う
に
大
乗
へ
の
転
入
を
め
ぐ

り
声
聞
を
二
種
に
区
分
す
る
考
え
は
、
慧
遠
の
『
勝
鬘
義
記
』
だ
け
で
な
く
、
慧

遠
の
師
で
あ
る
達
摩
鬱
多
羅
（
法
上
）
の
逸
文
「
釈
教
迹
義
」
や
、
同
時
代
の
文

献S.4303

「
広
一
乗
義
」
に
も
確
認
で
き
る
（
４
）。

　

一
般
に
、
こ
れ
ら
三
種
の
文
献
は
「
地
論
宗
」
文
献
と
見
做
さ
れ
て
い
る
。
さ

ら
に
「
地
論
宗
」
の
思
想
は
、
勒
那
摩
提
や
菩
提
流
支
に
よ
る
イ
ン
ド
瑜
伽
行
派

の
翻
訳
に
起
源
を
持
ち
な
が
ら
も
、
玄
奘
に
よ
る
瑜
伽
行
派
の
翻
訳
に
起
源
を
持

つ
「
法
相
宗
」
と
は
異
な
り
、
如
来
蔵
思
想
と
い
う
思
想
的
特
徴
を
持
つ
と
理
解

さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
慧
遠
等
の
種
性
声
聞
（or

決
定
声
聞
）
が
大
乗
に
転
入
し

な
い
と
い
う
考
え
は
、
一
般
的
な
如
来
蔵
思
想
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
異
な
る
。
な
ぜ

な
ら
ば
、
如
来
蔵
思
想
は
瑜
伽
行
派
の
思
想
と
対
比
さ
れ
て
、
次
の
よ
う
な
相
違

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
即
ち
、
如
来
蔵
思
想
は
一
切
皆
成
仏

説
（
全
て
の
衆
生
が
仏
に
成
れ
る
説
）
で
あ
り
、
瑜
伽
行
派
の
思
想
は
五
性
各
別
説
、

あ
る
い
は
一
分
不
成
仏
説
（
一
部
の
衆
生
は
仏
に
成
れ
な
い
説
）
と
い
う
理
解
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
対
立
の
構
図
で
は
、
三
種
の
文
献
が
種
性
声
聞
（or

決
定
声
聞
）
は

大
乗
に
参
入
で
き
な
い
と
主
張
す
る
こ
と
を
解
説
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
と
い

う
の
も
、
三
種
の
文
献
が
如
来
蔵
思
想
で
あ
れ
ば
、
種
性
声
聞
（or

決
定
声
聞
）
が

大
乗
に
参
入
で
き
な
い
こ
と
に
満
足
す
る
解
答
は
提
示
で
き
ず
、
寧
ろ
こ
の
点
に

如
来
蔵
思
想
と
如
来
蔵
縁
起
宗

岡
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お
い
て
、
一
部
の
「
地
論
宗
」
文
献
に
瑜
伽
行
派
の
正
統
的
な
系
統
、
あ
る
い
は

「
法
相
宗
」
の
前
身
的
な
位
置
を
与
え
ざ
る
を
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
如
来
蔵
思
想
を
一
切
皆
成
仏
説
と
見
做
す
一
般
的
な
理
解
自
体
を
再

考
し
て
み
た
い
と
考
え
る
に
至
っ
た
。
私
は
、
如
来
蔵
思
想
＝
一
切
皆
成
仏
説
、

瑜
伽
行
派
＝
一
分
不
成
仏
説
と
い
う
構
図
を
設
定
し
、
今
日
で
も
最
も
影
響
力
を

持
つ
仏
教
思
想
家
は
、
中
国
の
法
蔵
（
六
四
三
〜
七
一
二
）
と
想
定
し
て
い
る
（
５
）。

次

節
に
お
い
て
具
体
的
に
説
明
し
た
い
。

第
二
節　

近
代
の
如
来
蔵
思
想
研
究
に
お
け
る
法
蔵
の
影
響

　

如
来
蔵
思
想
研
究
の
第
一
人
者
、
高
崎
直
道
氏
は
『
如
来
蔵
思
想
の
形
成
』

「
序
論
」
の
冒
頭
部
分
で
、
法
蔵
の
『
大
乗
起
信
論
義
記
』
の
四
宗
（
仏
教
に
お
け

る
四
種
の
立
場
）
を
紹
介
す
る
こ
と
か
ら
叙
述
を
開
始
し
て
い
る
（
６
）。

　

中
国
華
厳
宗
の
第
三
祖
賢
首
大
師
法
蔵
は
そ
の
著
『
大
乗
起
信
論
義
記
』

の
中
で
、
イ
ン
ド
伝
来
の
仏
教
を
四
宗
に
分
け
て
、

　

随
相
法
執
宗　
　
〈
小
乗
諸
部
〉

　

真
空
無
相
宗　
　
〈
般
若
等
経
、
中
論
等
論
〉

　

唯
識
法
相
宗　
　
〈
解
深
密
等
経
、
瑜
伽
等
論
〉

　

如
来
蔵
縁
起
宗　
〈
楞
伽
・
密
厳
等
経
、
起
信
・
宝
性
等
論
〉

と
名
づ
け
、
順
次
に
、
１　

小
乗
諸
師
の
所
立
、
２　

龍
樹
・
提
婆
の
所
立
、

３　

無
著
・
世
親
の
所
立
、
４　

馬
鳴
・
堅
慧
の
所
立
と
し
て
い
る
。
…
（
中

略
）
…
い
ま
問
題
と
す
る
こ
と
は
、こ
の
〈
如
来
蔵
縁
起
宗
〉
な
る
命
名
が
、

今
日
わ
れ
わ
れ
が
〈
如
来
蔵
思
想
〉
な
る
も
の
を
、
イ
ン
ド
仏
教
教
理
上
の

一
独
立
分
野
と
み
な
す
と
き
の
、
根
拠
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。

　

イ
ン
ド
仏
教
の
歴
史
を
み
る
と
、
大
乗
仏
教
の
学
派
と
し
て
は
、
中
観

（M
adhyam

ika

）と
瑜
伽
行
派（Yogacara

）す
な
わ
ち
、唯
識
論
者（V

ijnanavadhin

）

の
二
が
挙
げ
ら
れ
る
の
が
常
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
内
部
で
の
支
派
や
、
両
派
の

折
衷
と
も
言
う
べ
き
瑜
伽
中
観
派
等
の
存
在
は
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
そ
れ
以

外
の
第
三
の
要
素
に
基
づ
く
派
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
伝
承
は
チ

ベ
ッ
ト
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
〈
如
来
蔵
思
想
〉（
如
来
蔵

縁
起
宗
）を
中
観
派
や
唯
識
派
の
説
と
区
別
す
る
見
方
は
、中
国
特
有
で
あ
り
、

イ
ン
ド
、
チ
ベ
ッ
ト
に
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
敢

え
て
、
イ
ン
ド
仏
教
に
お
け
る
〈
如
来
蔵
思
想
〉
の
展
開
を
問
う
、
と
い
言

う
の
に
は
、
そ
れ
相
当
の
理
由
づ
け
が
要
求
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
高
崎
氏
の
見
解
を
要
約
す
れ
ば
、〝
法
蔵
の
如
来
蔵
縁
起
宗
と
い
う
命
名

が
、
如
来
蔵
思
想
を
イ
ン
ド
仏
教
教
理
上
の
一
独
立
分
野
と
見
做
す
時
の
一
根
拠

で
あ
り
、
如
来
蔵
思
想
を
中
観
派
や
唯
識
派
の
学
説
と
区
別
す
る
見
方
は
、
中
国

特
有
で
あ
る
〞
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

私
は
、
イ
ン
ド
仏
教
思
想
史
を
叙
述
す
る
上
で
、
中
国
で
形
成
さ
れ
た
観
点
を

利
用
す
る
こ
と
自
体
に
問
題
を
感
じ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
有

効
性
を
吟
味
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
と
い
う
の
も
、『
宝
性
論
』

（R
atnagotra-vibhāga

）
の
梵
語
原
典
の
出
版
を
契
機
に
し
て
、
イ
ン
ド
の
如
来
蔵
思
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想
研
究
が
本
論
典
を
中
心
に
展
開
し
た
理
由
は
、
漢
語
仏
教
文
献
に
依
拠
し
た
イ

ン
ド
仏
教
研
究
の
限
界
性
に
由
来
す
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
高
崎
氏

以
後
に
大
き
く
発
展
し
た
如
来
蔵
思
想
研
究
に
お
い
て
、
法
蔵
の
区
別
が
充
分
に

吟
味
さ
れ
た
と
は
言
え
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
高
崎
氏
が
法
蔵
の
区
別
を
一
根

拠
に
し
て
い
た
こ
と
に
、
言
及
す
る
こ
と
も
少
な
く
な
っ
て
き
た
。

　

例
え
ば
、
下
田
正
弘
氏
は
、
如
来
蔵
思
想
に
関
す
る
編
著
に
お
い
て
、
高
崎
氏

が
提
示
し
た
研
究
史
に
依
拠
し
な
が
ら
、
如
来
蔵
思
想
の
研
究
史
を
増
補
・
再
提

示
し
た
（
７
）。

し
か
し
、
そ
の
中
に
は
中
国
仏
教
、
あ
る
い
は
法
蔵
の
区
別
が
、
如
来

蔵
思
想
を
「
イ
ン
ド
仏
教
教
理
上
の
一
独
立
分
野
」
と
見
做
す
一
根
拠
で
あ
る
こ

と
は
紹
介
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
下
田
氏
の
紹
介
の
仕
方
は
、
法
蔵
（or

中
国
仏
教
）
の
区
別
の
有
効
性
が
イ
ン
ド
仏
教
研
究
に
お
い
て
承
認
さ
れ
た
か
ら

な
の
か
、
そ
れ
と
も
、
法
蔵
（or

中
国
仏
教
）
の
区
別
を
除
外
し
て
も
、
イ
ン
ド
仏

教
研
究
に
お
い
て
如
来
蔵
思
想
が
一
独
立
分
野
と
し
て
存
在
す
る
こ
と
が
確
認
さ

れ
た
か
ら
な
の
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
前
者
の
問
題
に
つ
い
て
言
え
ば
、
管
見
の
限

り
、
イ
ン
ド
仏
教
研
究
に
お
い
て
、
法
蔵
の
区
別
の
有
効
性
を
吟
味
し
た
形
跡
は

殆
ん
ど
な
い
。
例
外
的
な
問
題
は
、『
宝
性
論
』
の
作
者
が
堅
慧
（Sāram

ati

、
堅

意
）
で
あ
る
か
否
か
で
あ
ろ
う
（
８
）。
同
論
の
作
者
を
弥
勒
と
見
做
す
チ
ベ
ッ
ト
の
伝

承
と
比
較
さ
れ
、
そ
の
妥
当
性
は
吟
味
さ
れ
続
け
て
い
る
。
次
に
後
者
の
問
題
に

つ
い
て
考
え
た
い
。
加
納
和
雄
氏
の
整
理
に
よ
れ
ば
、
イ
ン
ド
に
お
い
て
『
宝
性

論
』
は
、
中
観
派
と
瑜
伽
行
派
の
双
方
に
お
い
て
受
容
さ
れ
て
い
る
（
９
）。
こ
の
点
か

ら
み
れ
ば
、
教
理
上
も
学
派
上
も
『
宝
性
論
』
を
一
独
立
分
野
の
文
献
と
見
做
す

こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
確
実
に
言
え
る
こ
と
は
、『
宝
性
論
』
は
両
学
派
ど

ち
ら
に
お
い
て
も
矛
盾
無
く
解
釈
で
き
る
学
説
を
含
む
こ
と
で
し
か
な
い
。
従
っ

て
、
現
在
に
お
い
て
も
、
如
来
蔵
思
想
を
「
イ
ン
ド
仏
教
教
理
上
の
一
独
立
領

域
」
と
見
做
す
こ
と
は
、「
中
国
固
有
」
の
「
見
方
」、
多
分
に
法
蔵
の
四
宗
の
区

分
に
由
来
す
る
と
、
私
は
考
え
る
。

　

こ
の
よ
う
な
私
の
問
題
意
識
は
、
袴
谷
憲
昭
氏
や
松
本
史
朗
氏
に
よ
る
瑜
伽
行

派
や
如
来
蔵
思
想
の
文
献
研
究
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
。
両
氏
は
、
法
蔵
の
四
宗

を
直
接
吟
味
し
て
い
な
い
。
し
か
し
両
氏
は
、
瑜
伽
行
派
と
如
来
蔵
思
想
が
必
ず

し
も
異
質
な
思
想
で
は
な
く
、
両
思
想
の
共
通
性
を
多
く
指
摘
し
て
い
る
。
袴
谷

氏
は
両
思
想
に
お
け
る
清
浄
法
界
の
共
通
性
を
指
摘
し
、
後
に
「
場
所
（topos

）」

と
い
う
概
念
を
提
示
し
た
）
10
（

。
松
本
氏
は
、
両
思
想
に
お
け
る
思
想
構
造
の
共
通
性

（dhātu-vāda

）
や
、
一
分
不
成
仏
説
、
種
姓
論
等
の
共
通
性
を
指
摘
さ
れ
た
）
11
（

。
両

氏
の
見
解
が
妥
当
で
あ
れ
ば
、
イ
ン
ド
に
お
け
る
瑜
伽
行
派
と
如
来
蔵
思
想
の
関

係
を
考
察
す
る
際
に
は
、
そ
の
共
通
性
に
つ
い
て
常
に
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
だ

ろ
う
。
し
か
し
、
現
在
の
イ
ン
ド
如
来
蔵
思
想
研
究
は
、
両
思
想
の
共
通
性
よ
り

も
異
質
性
を
強
調
す
る
研
究
が
進
展
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

つ
ま
り
法
蔵
こ
そ
が
、
如
来
蔵
思
想
と
瑜
伽
行
派
の
思
想
を
峻
別
し
、
今
日
に

至
る
ま
で
影
響
を
与
え
続
け
て
い
る
代
表
的
な
論
者
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
本

論
文
で
は
、
法
蔵
に
お
け
る
唯
識
法
相
宗
（
法
相
宗
）
と
如
来
蔵
縁
起
宗
（
実
相
宗
）

の
区
別
を
吟
味
し
、
そ
の
区
別
の
妥
当
性
に
つ
い
て
問
題
提
起
し
た
い
。
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第
三
節　
『
入
楞
伽
心
玄
義
』
に
お
け
る
四
宗
の
和
訳
と
概
説

　

周
知
の
よ
う
に
、
法
蔵
は
『
大
乗
起
信
論
義
記
』（
略
称
『
起
信
論
義
記
』）、『
大

乗
法
界
無
差
別
論
疏
』（
略
称
『
無
差
別
論
疏
』）、『
入
楞
伽
心
玄
義
』（
略
称
『
心
玄

義
』）
の
三
種
の
著
作
に
お
い
て
、
仏
教
の
中
に
四
宗
（
四
種
の
立
場
）
が
存
在
す

る
こ
と
を
主
張
し
た
。
そ
の
名
称
を
全
て
列
挙
す
れ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
（（　

）

内
の
名
称
は
『
心
玄
義
』
の
用
語
）

　

⑴　

随
相
法
執
宗
（
有
相
宗
）

　

⑵　

真
空
無
相
宗
（
無
相
宗
）

　

⑶　

唯
識
法
相
宗
（
法
相
宗
）

　

⑷　

如
来
蔵
縁
起
宗
（
実
相
宗
）

　

三
種
の
著
作
に
お
け
る
四
宗
の
記
述
を
比
較
す
れ
ば
、『
起
信
論
義
記
』
↓

『
無
差
別
論
疏
』
↓
『
心
玄
義
』
の
順
序
で
内
容
が
整
理
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ

の
成
立
順
序
は
こ
の
通
り
と
考
え
ら
れ
る
）
12
（

。
さ
て
該
当
部
分
の
叙
述
形
式
を
大
ま

か
に
比
較
す
れ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。

『
大
乗
起
信
論
義
記
』

　

・ 

四
宗
の
名
称
：
随
相
法
執
宗
、
真
空
無
相
宗
、
唯
識
法
相
宗
、
如
来
蔵

縁
起
宗
。

　

・ 

四
宗
に
所
属
す
る
典
籍
：
有
り
。『
入
楞
伽
経
』『
密
厳
経
』
等
、『
大

乗
起
信
論
』『
宝
性
論
』
等

　

・ 

四
宗
の
区
別
の
観
点
：
項
目
名
な
し
。
四
宗
の
名
称
の
語
釈
（『
無
差
別

論
疏
』『
心
玄
義
』
に
対
応
部
分
な
し
）、及
び
『
心
玄
義
』
中
の
第
六
番
目
「
就

持
法
人
」
に
相
当
す
る
部
分
だ
け
有
り
。

『
大
乗
法
界
無
差
別
論
疏
』

　

・ 

四
宗
の
名
称
：
随
相
法
執
宗
、
真
空
無
相
宗
、
唯
識
法
相
宗
、
如
来
蔵

縁
起
宗
。

　

・ 

四
宗
の
典
籍
：
有
り
。『
入
楞
伽
経
』『
密
厳
経
』
等
、『
大
乗
起
信
論
』

『
宝
性
論
』
等

　

・ 

四
宗
の
区
別
の
観
点
：
四
項
目
。「
一
、
約
乗
」「
二
、
約
識
」「
三
、

約
法
」「
四
、
約
人
」。

『
入
楞
伽
心
玄
義
』

　

・ 

四
宗
の
名
称
：
有
相
宗
、
無
相
宗
、
法
相
宗
、
実
相
宗
。

　

・ 

四
宗
の
典
籍
：
有
り
。『
入
楞
伽
経
』『
密
厳
経
』
等
、『
大
乗
起
信
論
』

『
宝
性
論
』
等
。
一
就
法
数
に
含
ま
れ
る
。

　

・ 

四
宗
の
区
別
の
観
点
：
六
項
目
。「
一
、
就
法
数
」「
二
就
心
識
」「
三

約
縁
起
法
」「
四
就
迴
小
」「
五
就
乗
」「
六
就
持
法
人
」。

　

こ
の
四
宗
の
変
遷
は
、
法
蔵
が
如
来
蔵
縁
起
宗
、
あ
る
い
は
実
相
宗
の
規
定
を

明
確
に
す
る
過
程
の
変
化
と
考
え
ら
れ
る
。
と
い
う
の
も
三
種
の
著
作
の
注
釈
対

象
は
、
全
て
法
蔵
が
如
来
蔵
縁
起
宗
（
実
相
宗
）
と
見
做
す
文
献
だ
か
ら
で
あ
る
。

法
蔵
は
如
来
蔵
縁
起
宗
（
実
相
宗
）
の
典
籍
と
し
て
、
必
ず
『
入
楞
伽
経
』『
密
厳

経
』『
大
乗
起
信
論
』『
宝
性
論
』
の
二
経
二
論
を
例
示
す
る
。
こ
の
内
『
密
厳

経
』
と
『
宝
性
論
』
を
除
く
二
種
の
注
釈
書
、
及
び
『
宝
性
論
』
と
同
じ
作
者
の
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著
作
と
伝
承
さ
れ
る
『
大
乗
法
界
無
差
別
論
』
の
注
釈
書
に
四
宗
が
解
か
れ
て
い

る
こ
と
に
な
る
）
13
（

。
こ
れ
ら
三
種
の
著
作
の
成
立
順
序
と
、
四
宗
の
変
遷
に
関
す
る

私
見
が
妥
当
で
あ
れ
ば
、
法
蔵
は
、
そ
の
名
称
も
含
め
て
四
宗
の
区
別
を
、
晩
年

の
『
心
玄
義
』
に
至
る
ま
で
模
索
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
）
14
（

。『
心
玄
義
』
で
は
、

四
宗
の
名
称
は
全
て
が
「
相
」
の
一
語
で
統
一
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
か
ら
み
れ

ば
、
法
蔵
は
「
如
来
蔵
縁
起
宗
」
と
い
う
命
名
に
満
足
せ
ず
。「
実
相
宗
」
と
呼

び
か
え
た
こ
と
に
な
る
。

　

さ
て
こ
の
内
、
最
後
に
執
筆
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
『
心
玄
義
』
に
よ
れ
ば
、

法
蔵
は
四
宗
を
①
法
数
（
法
の
総
数
と
意
味
）、
②
心
識
（
心
の
数
量
と
性
質
）、
③
縁

起
法
（
空
と
有
の
問
題
）、
④
迴
小
（
声
聞
と
縁
覚
の
大
乗
へ
の
転
向
）、
⑤
乗
（
一
乗
と
三

乗
）、
⑥
持
法
人
（
教
義
を
伝
承
し
た
人
物
）
の
六
項
目
に
よ
っ
て
区
別
し
て
い
る
。

　

私
は
、
こ
の
六
項
目
に
わ
た
る
唯
識
法
相
宗
（
法
相
宗
）
と
如
来
蔵
縁
起
宗
（
実

相
宗
）
の
区
別
が
、
イ
ン
ド
仏
教
研
究
に
も
反
映
さ
れ
た
と
考
え
て
い
る
。
そ
こ

で
、
本
節
で
は
『
心
玄
義
』
に
お
け
る
四
宗
の
和
訳
を
提
示
し
て
）
15
（

、
両
宗
の
区
別

を
中
心
に
吟
味
し
た
い
。

　
﹇
１
﹈
⒜
第
三
顕
教
差
別
者
、
自
仏
法
東
流
、
此
方
諸
徳
分 

教
開
宗
、
差

別
紛
糺
難
備
説
。
及
西
方
諸
師
所 

説
差
別
、
竝
如
『
華
厳
記
』
中
説
。
若
依

此
『
経
』
宗
及
通
、
諸 

教
種
類
相
收
。
或
四
或
五
。

　

⒝
今
且
弁
四
。
一
有
相
宗
。 

二
無
相
宗
。
三
法
相
宗
。
四
実
相
宗
。
釈
此

四
宗 

略
以
六
義
。

　

⒞
一
就
法
数
。
初
宗
立
七
十
五
法
、
有
為 

・
無
為
、
執
実
之
法
。
如
小
乗

説
。
二
破
彼
前
宗
所
立 

法
相
、
蕩
尽
帰
空
。
性
無
所
有
、
二
空
真
理
相
想
俱

 

絶
。
如
『
般
若
』
等
経
、『
中
観
』
等
論
。
三
法
相
宗
中
、
立
三 

性
・
三
無
性
、

有
為
・
無
為
、
色
心
等
、
百
法
皆
依
識
、
心 

之
所
建
立
。
如
『
深
密
』
等
）
16
（

『
瑜

伽
』
等
論
説
。
四
実
相
宗
。 

会
前
教
中
所
立
法
相
、莫
不
皆
依
如
来
蔵
縁
起 

、

摂
）
17
（

実
顕
現
。
如
金
作
厳
具
。
如
此
『
楞
伽
』
及
『
密
厳
』
等 

経
、『
起
信
』『
宝

性
』
等
論
説
。

　

⒟
二
就
心
識
者
。
初
宗
但
説 

六
識
。
二
無
相
宗
明
六
識
空
、
更
無
別
立
。

法
）
18
（

相 

宗
立
八
識
。
然
皆
生
滅
不
同
真
性
。
四
実
相
宗
明 

前
八
識
皆
是
如
来
蔵

隨
縁
所
成
。
亦
生
滅
亦
不 

生
滅
、
性
相
交
徹
、
鎔
融
無
礙
。
各
如
本
）
19
（

部
経
論

所 

明
。

　

⒠
三
約
縁
起
法
。
初
宗
説
有
。
二
説
為
空
。
三
亦
空 

亦
有
。
謂
遍
計
空
、

依
他
有
。
四
非
空
非
有
。
謂
相
無 

不
尽
故
非
有
。
性
不
礙
縁
故
非
空
。
理
事

俱
融
、
二 

辺
双
寂
。
不
妨
一
味
、
二
諦
宛
然
。

　

⒡
四
就
迴
小
者
。
初 

宗
一
切
二
乗
総
不
成
仏
。
二
宗
中
定
性
二
乗
亦 

不
成

仏
。
不
定
性
中
、
已
入
見
道
則
不
迴
心
。
自
下 

位
中
可
有
迴
心
入
菩
薩
道
。

三
宗
中
定
性
不
迴
。 

不
定
種
性
、
乃
至
羅
漢
竝
許
迴
心
入
大
。
四
宗
中 

定
与

不
定
一
切
俱
迴
。
謂
定
者
要
入
涅
槃
、
然
後 

方
迴
。
不
定
者
即
身
迴
也
。

　

⒢
五
就
乗
者
。
初
宗
唯
三 

無
一
。
次
）
20
（

二
宗
亦
三
亦
一
。
謂
三
顕
一
密
也
。

四
宗
唯 
一
無
三
。
謂
二
乗
）
21
（

究
竟
悉
成
仏
故
。

　

⒣
六
就
持
法
人
。 

其
初
宗
是
達
摩
多
羅
等
論
師
所
持
。
二
龍
樹
・
提 

婆
等

所
持
。
三
無
著
・
世
親
等
所
持
。
四
馬
鳴
・
堅
意 

等
所
持
。
更
有
余
宗
・
余
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義
、
広
如
『
華
厳
記
』
中
説
。
此 

『
経
』
於
上
四
中
、
第
四
所
説
通
亦
具
前
。

準
思
可 

見
。（『
心
玄
義
』
大
正
三
九
、四
二
六
中
二
六
―
四
二
七
上
二
）

　

⒜
第
三
は
教
の
区
別
を
顕
示
す
る
。
仏
法
が
〔
イ
ン
ド
か
ら
〕
東
へ
流
伝

し
、
中
国
の
様
々
な
大
徳
た
ち
は
教
を
区
分
し
立
場
を
宣
明
に
し
た
が
、〔
そ

の
教
の
〕
区
別
は
紛
糾
し
、
学
説
を
完
備
す
る
こ
と
は
難
し
か
っ
た
。
さ
ら

に
イ
ン
ド
の
諸
論
師
の
学
説
の
区
別
は
、『
華
厳
〔
経
探
玄
〕
記
』
中
の
説

明
の
通
り
で
あ
る
。
も
し
こ
の
『〔
入
楞
伽
〕
経
』
の
立
場
（
宗
）
に
依
拠
し
、

さ
ら
に
様
々
な
教
に
適
用
し
て
収
録
す
れ
ば
、
あ
る
い
は
四
〔
種
類
〕
で
あ

り
、
あ
る
い
は
五
〔
種
類
〕
で
あ
る
。

　

⒝
こ
こ
で
は
四
〔
種
類
〕
に
弁
別
す
る
。
第
一
に
有
相
宗
（〔
法
の
〕
有
と

い
う
特
徴
を
説
く
立
場
）
で
あ
る
。
第
二
に
無
相
宗
（〔
法
の
〕
無
と
い
う
特
徴
を
説

く
立
場
）
で
あ
る
。
第
三
に
法
相
宗
（〔
大
乗
に
お
け
る
〕
法
の
特
徴
を
説
く
立
場
）

で
あ
る
。
第
四
に
実
相
宗
（〔
法
の
〕
真
実
の
特
徴
を
説
く
立
場
）
で
あ
る
。
こ

の
四
宗
（
四
種
の
立
場
）
を
解
釈
す
る
上
で
、
六
項
目
を
用
い
る
。

　

⒞
第
一
は
法
（dharm

a

）
の
数
量
に
つ
い
て
で
あ
る
。
最
初
の
立
場
は
、

七
十
五
種
類
の
法
、
有
為
〔
法
〕
と
無
為
〔
法
〕
を
設
定
す
る
も
の
の
、
実

有
の
法
に
執
着
す
る
。
小
乗
の
学
説
の
通
り
で
あ
る
。
二
番
目〔
の
立
場
〕は
、

一
番
目
の
立
場
が
設
定
し
た
法
の
特
徴
を
破
壊
し
、
蕩
尽
し
空
に
帰
着
さ
せ

る
。〔
法
は
〕
自
性
と
し
て
有
で
は
な
く
、〔
人
と
法
と
の
〕
二
空
は
、〔
法
の
〕

特
徴
と
観
念
を
両
方
に
わ
た
り
廃
絶
す
る
。『
般
若
』
等
の
経
典
、『
中
観
』

等
の
論
典
の
学
説
の
通
り
で
あ
る
。
三
番
目
の
法
相
宗
の
中
で
は
、〔
法
と

し
て
〕
三
性
と
三
無
性
、有
為
と
無
為
、色
と
心
等
を
設
定
す
る
も
の
の
、〔
こ

の
〕
百
法
の
全
て
は
識
に
依
存
し
、
心
が
基
盤
で
あ
る
。『
深
密
』
等
の
経

や
『
瑜
伽
』
等
の
論
の
通
り
で
あ
る
。
第
四
の
実
相
宗
は
第
三
の
設
定
し
た

法
の
特
徴
を
会
通
し
て
、
全
て
〔
の
法
〕
が
如
来
蔵
に
依
存
し
て
縁
起
し
、

実
体
を
摂
め
、
顕
現
し
な
い
こ
と
は
な
い
。
金
が
〔
金
の
〕
装
飾
品
と
な
る

通
り
で
あ
る
。
こ
れ
は
『
楞
伽
』
や
『
密
厳
』
等
の
経
、『
起
信
』『
宝
性
』

等
の
論
の
説
明
の
通
り
で
あ
る
。

　

⒟
第
二
は
心
識
に
つ
い
て
で
あ
る
。
最
初
の
立
場
は
、
た
だ
六
識
だ
け
を

説
示
す
る
。
第
二
番
目
の
無
相
宗
は
六
識
の
空
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
の
、

さ
ら
に
別
に
〔
識
を
〕
設
定
し
な
い
。〔
第
三
番
目
の
〕
法
相
宗
は
八
識
を

設
定
す
る
。
し
か
し
、〔
そ
れ
ら
の
識
の
〕
全
て
は
生
滅
で
あ
り
、
真
性
と

は
同
じ
〔
く
不
生
不
滅
〕
で
は
な
い
。
第
四
番
目
の
実
相
宗
は
、
先
述
し
た

八
識
は
全
て
如
来
蔵
が
随
縁
し
）
22
（

成
就
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
示
す
る
。

〔
第
八
識
は
〕
生
滅
で
も
あ
り
、不
生
不
滅
で
も
あ
る
。〔
心
識
の
〕
本
質
（
性
）

と
特
徴
（
相
）
は
交
流
し
、〔
両
者
は
〕
融
合
し
無
礙
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
は

本
部
門
の
経
論
に
明
示
さ
れ
て
い
る
通
り
で
あ
る
。

　

⒠
第
三
は
縁
起
の
法
に
集
約
す
る
。
最
初
の
立
場
は
有
と
説
く
。
第
二〔
の

立
場
〕
は
空
と
説
く
。
第
三
〔
の
立
場
〕
は
空
と
も
有
と
も
〔
説
く
〕。
遍

計
〔
所
執
性
〕
は
空
で
あ
り
、
依
他
起
性
は
有
で
あ
る
。
第
四
〔
の
立
場
〕

は
空
で
は
な
く
有
で
も
な
い
と
〔
説
く
〕。〔
縁
起
の
法
の
〕
特
徴
は
尽
き
る

こ
と
が
無
い
わ
け
で
は
な
い
の
で
有
で
は
な
い
。〔
縁
起
の
法
の
〕
本
質
は
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縁
を
礙
げ
な
い
の
で
空
で
は
な
い
。
理
と
事
と
は
共
に
融
合
し
、
二
辺
は
二

つ
と
も
静
ま
り
か
え
っ
て
い
る
。
一
味
で
あ
る
こ
と
を
妨
げ
な
い
で
、
二
諦

は
成
立
し
て
い
る
。

　

⒡
第
四
は
廻
心
の
者
に
つ
い
て
で
あ
る
。
最
初
の
立
場
は
、
全
て
の
二
乗

は
全
て
仏
に
成
れ
な
い
。
第
二
の
立
場
の
内
、
定
性
の
二
乗
は
や
は
り
仏
に

な
れ
な
い
。
不
定
性
の
内
、
す
で
に
見
道
に
入
っ
た
も
の
は
、
廻
心
で
き
な

い
。〔
不
定
性
の
内
の
見
道
よ
り
〕
下
の
位
置
の
も
の
は
、
廻
心
し
て
菩
薩

道
に
入
る
。
第
三
の
立
場
の
内
、
定
性
は
廻
心
で
き
な
い
。
不
定
種
性
は
阿

羅
漢
に
至
る
ま
で
廻
心
し
て
大
乗
に
入
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
第
四
の
立

場
の
中
、
定
〔
性
〕
と
不
定
〔
性
〕
の
全
て
は
共
に
廻
心
す
る
。
定
〔
性
〕

は
必
ず
涅
槃
に
入
る
が
後
に
ま
さ
に
廻
心
す
る
。
不
定
〔
性
〕
は
身
体
〔
の

あ
る
間
に
〕
廻
心
す
る
。

　

⒢
第
五
は
乗
に
つ
い
て
で
あ
る
。
最
初
の
立
場
は
た
だ
三
〔
乗
〕
だ
け
で

あ
り
、
一
〔
乗
〕
は
な
い
。
次
の
二
つ
の
立
場
は
、
三
〔
乗
〕
で
も
一
〔
乗
〕

で
も
あ
る
。
三
〔
乗
〕
を
顕
了
に
し
て
、
一
〔
乗
〕
を
秘
密
に
す
る
。
第
四

の
立
場
は
、
た
だ
一
〔
乗
〕
だ
け
で
あ
り
、
三
〔
乗
〕
は
無
い
。
と
い
う
の

も
、〔
定
性
の
〕
二
乗
は
最
終
的
に
全
て
仏
に
成
れ
る
か
ら
で
あ
る
）
23
（

。

　

⒣
第
六
は
法
を
伝
持
し
た
人
で
あ
る
。
初
め
の
立
場
は
、
達
摩
多
羅
な
ど

の
論
師
が
伝
持
し
た
。
第
二
の
立
場
は
、
龍
樹
や
提
婆
な
ど
が
伝
持
し
た
。

第
三
の
立
場
は
、
無
著
や
世
親
な
ど
が
伝
持
し
た
。
第
四
の
立
場
は
馬
鳴
や

堅
慧
な
ど
が
伝
持
し
た
。
さ
ら
に
他
の
立
場
や
他
の
内
容
は
、
広
く
『
華
厳

〔
経
探
玄
〕記
』の
中
で
説
示
し
た
通
り
で
あ
る
。
こ
の『〔
入
楞
伽
〕経
』は
、

上
記
の
四
種
の
内
、
第
四
番
目
で
あ
り
、
共
通
す
る
部
分
は
前
に
提
示
し
た
。

〔
こ
れ
に
〕
準
じ
て
考
え
読
む
べ
き
で
あ
る
。

　

以
上
『
心
玄
義
』「
第
三
顕
教
」
の
全
文
の
日
本
語
訳
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に

『
心
玄
義
』
は
六
項
目
、
即
ち
⒞
「
一
就
法
数
」、
⒟
「
二
就
心
識
」、
⒠
「
三
約

縁
起
法
」、
⒡
「
四
就
迴
小
」、
⒢
「
五
就
乗
」、
⒣
「
六
就
持
法
人
」
に
よ
っ
て

構
成
さ
れ
る
。
以
下
、『
心
玄
義
』﹇
１
﹈
を
概
説
し
て
お
き
た
い
。

　

最
初
に
、『
無
差
別
論
疏
』（
四
項
目
）
か
ら
『
心
玄
義
』（
六
項
目
）
に
展
開
す

る
過
程
に
お
い
て
加
筆
さ
れ
た
項
目
に
つ
い
て
指
摘
し
て
お
き
た
い
。「
一
約
法

数
」（
法
の
数
量
）
は
『
心
玄
義
』
に
始
め
て
登
場
し
た
項
目
で
あ
る
。『
無
差
別

論
疏
』
の
「
三
約
法
」
の
名
称
は
、
こ
の
「
一
約
法
数
」
に
類
似
し
て
い
る
も
の

の
、
内
容
は
「
三
約
縁
起
法
」
に
相
当
す
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。『
心
玄
義
』

「
四
就
迴
小
」
と
「
五
就
乗
」
は
、『
無
差
別
論
疏
』「
一
約
乗
」
を
二
分
し
た
内

容
で
あ
り
、「
大
乗
」
＝
「
菩
薩
道
」
に
廻
心
す
る
者
と
、「
一
乗
」
と
「
三
乗
」

の
問
題
を
区
別
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
『
無
差
別
論
疏
』
の
四
項
目
は
、

『
心
玄
義
』
の
六
項
目
へ
と
展
開
し
た
。

　

次
に
、
こ
の
四
宗
の
区
別
の
基
準
に
つ
い
て
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
法
蔵
以
前

に
、
玄
奘
が
翻
訳
し
た
瑜
伽
行
派
の
文
献
に
対
し
て
、
す
で
に
智
儼
（
六
〇
二
〜

六
六
八
）
や
法
宝
（
六
二
七
？
〜
七
〇
五
？
）
な
ど
が
批
判
的
に
位
置
付
け
て
い
た
。

し
か
し
、
仏
教
の
思
想
的
立
場
を
説
一
切
有
部
（
随
相
法
執
宗
、
有
相
宗
）、
中
観
派

（
真
空
無
相
宗
、
無
相
宗
）、
瑜
伽
行
派
（
唯
識
法
相
宗
、
法
相
宗
）、
如
来
蔵
思
想
（
如
来
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蔵
縁
起
宗
、
実
相
宗
）
の
四
種
に
区
別
し
た
の
は
、
法
蔵
が
最
初
で
あ
る
。
こ
の
区

分
の
妥
当
性
は
吟
味
す
べ
き
事
柄
で
あ
る
も
の
の
、
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
問
題
だ

け
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

　

第
一
に
、『
心
玄
義
』「
法
数
」（﹇
１
﹈
⒞
）
で
は
、
無
相
宗
は
有
相
宗
に
、
実

相
宗
は
法
相
宗
に
法
の
数
量
に
つ
い
て
は
依
存
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
従
っ

て
、
厳
密
に
言
え
ば
、
四
宗
は
法
数
に
お
い
て
区
別
で
き
ず
、
有
相
宗
と
無
相

宗
、
法
相
宗
と
実
相
宗
は
法
の
数
量
と
い
う
点
で
は
同
一
の
立
場
な
の
で
、
実
際

に
は
二
種
の
立
場
し
か
存
在
し
な
い
）
24
（

。
四
種
に
区
別
で
き
る
の
は
法
に
対
す
る
規

定
や
観
点
だ
け
で
あ
り
、
法
の
数
量
で
は
な
い
。

　

第
二
に
『
心
玄
義
』「
四
就
迴
小
」
と
「
五
就
乗
」
で
は
、「
無
相
宗
」
と
「
法

相
宗
」
の
立
場
は
区
別
さ
れ
て
い
な
い
。
特
に
「
五
就
乗
」
で
は
、『
心
玄
義
』

﹇
１
﹈
⒢
に
「
次
二
宗
亦
三
亦
一
。
謂
三
顕
一
密
也
。」
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
二

種
の
立
場
は
全
く
同
一
の
記
述
で
あ
る
。
こ
れ
は
『
無
差
別
論
疏
』﹇
２
﹈
⒜
⒝

に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。

　
﹇
２
﹈
⒜
次
二
具
三
乗
。
謂
此
二
宗
）
25
（

、
⒝
同
許
定
性
二
乗
不
成
仏
。（『
無
差

別
論
疏
』
大
正
四
四
、六
一
下
一
四
―
一
五
）

　

⒜
次
の
二
種
の
立
場
〔
真
空
無
相
宗
と
唯
識
法
相
宗
〕
は
三
乗
を
具
備
す

る
。
と
い
う
の
も
、
⒝
こ
の
二
つ
の
立
場
は
、
同
じ
よ
う
に
定
性
の
二
乗
が

仏
に
成
れ
な
い
こ
と
を
認
め
る
〔
か
ら
〕。

　

つ
ま
り
、
法
蔵
は
『
無
差
別
論
疏
』﹇
２
﹈
⒜
⒝
で
は
、「
無
相
宗
」
と
「
法
相

宗
」
が
三
乗
を
説
示
す
る
と
理
解
す
る
こ
と
に
対
し
て
、『
心
玄
義
』﹇
１
﹈
⒢
で

は
、
こ
の
二
種
の
立
場
は
三
乗
だ
け
で
な
く
一
乗
も
説
く
が
、
三
乗
を
顕
了
に
し

て
、
一
乗
を
秘
密
に
す
る
と
、
見
解
を
改
め
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
こ
の
二

つ
の
立
場
が
「
乗
」
に
つ
い
て
同
一
の
見
解
で
あ
る
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、

『
心
玄
義
』
で
も
維
持
し
て
い
る
。
一
方
、『
心
玄
義
』﹇
１
﹈
⒡
「
四
就
迴
小
」

に
お
い
て
、「
無
相
宗
」
と
「
法
相
宗
」
は
完
全
に
同
一
で
は
な
い
。
同
一
の
部

分
は
、
定
性
の
二
乗
が
仏
に
成
れ
な
い
こ
と
（or

大
乗
に
廻
心
し
な
い
こ
と
）
で
あ

る
。
異
な
る
部
分
は
、
不
定
性
に
関
す
る
規
定
で
あ
る
。「
無
相
宗
」
で
は
、
不

定
性
の
内
、
す
で
に
見
道
に
進
ん
だ
も
の
は
大
乗
に
廻
心
で
き
な
い
。「
法
相
宗
」

で
は
、
不
定
性
は
阿
羅
漢
に
至
っ
て
も
廻
心
で
き
る
。
こ
の
区
別
の
妥
当
性
を
吟

味
す
る
余
裕
は
な
い
が
、
こ
の
二
種
の
立
場
に
お
い
て
、
定
性
の
二
乗
が
仏
に
成

れ
な
い
こ
と
は
、『
無
差
別
論
疏
』﹇
２
﹈
⒝
以
来
の
規
定
で
あ
る
。
従
っ
て
、
定

性
の
不
廻
心
（or

不
成
仏
）
の
点
か
ら
言
え
ば
、
法
蔵
は
「
無
相
宗
」
と
「
法
相

宗
」
を
区
別
し
て
い
な
い
。

　

以
上
、「
法
数
」「
乗
」「
廻
心
」
の
三
点
の
区
別
の
基
準
を
簡
単
に
考
察
し
た
。

こ
の
部
分
は
、『
無
差
別
論
疏
』
か
ら
『
心
玄
義
』
に
展
開
す
る
過
程
で
加
筆
さ

れ
た
項
目
に
相
当
す
る
。
法
蔵
は
、
仏
教
思
想
に
お
け
る
四
種
の
立
場
を
区
別
し

た
が
、
法
蔵
の
分
析
に
よ
っ
て
も
、
完
全
に
区
別
で
き
な
い
部
分
が
残
っ
た
こ
と

は
明
白
で
あ
る
。
こ
れ
は
実
際
の
テ
ク
ス
ト
の
問
題
な
の
か
、
そ
れ
と
も
法
蔵
の

意
図
の
問
題
な
の
か
。
私
の
理
解
は
そ
こ
ま
で
す
す
ん
で
い
な
い
。

　

次
節
以
降
に
お
い
て
、「
乗
」
と
「
廻
心
」
の
問
題
、
即
ち
一
切
皆
成
仏
説
と

一
分
不
成
仏
説
に
つ
い
て
、『
心
玄
義
』「
第
九
明
教
義
分
斉
」
を
分
析
し
た
い
。
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第
四
節　

仏
性
の
偏
在
性
に
つ
い
て

　
『
心
玄
義
』「
第
九
明
教
義
分
斉
」）
26
（

は
、
十
項
目
に
わ
た
り
『
入
楞
伽
経
』
の
思

想
的
特
徴
を
解
説
す
る
部
分
で
あ
る
）
27
（

。
こ
の
内
、
第
五
番
目
の
「
仏
性
遍
通
門
」

は
、
法
相
宗
（
唯
識
法
相
宗
）
と
実
相
宗
（
如
来
蔵
縁
起
宗
）
に
お
け
る
仏
性
の
遍
在

性
に
つ
い
て
区
別
し
た
部
分
で
あ
る
。

　
﹇
３
﹈
五
、
仏
性
遍
通
門
。
有
説
。
一
切
衆
生
中
、
有
一
分 

無
仏
性
者
、

如
五
性
中
、一
分
半
有
仏
性
。
余
定
無 
仏
性
等
。
如
『
瑜
伽
』
等
説
。
有
説
。

一
切
衆
生
悉
有
仏 

性
。
唯
除
草
木
。
如
『
涅
槃
』『
楞
伽
』
等
。
如
此
二
説
。

今
竝 

和
会
。（
大
正
三
九
、四
三
一
下
二
六
―
二
九
）

　

第
五
番
目
は
仏
性
遍
通
門
で
あ
る
。
有
る
説
で
は
、
一
切
衆
生
の
中
に
一

分
無
仏
性
有
る
と
は
、
五
性
の
内
、〔
定
性
の
菩
薩
と
不
定
性
の
一
部
の
〕

一
分
と
半
分
に
仏
性
が
有
り
、
そ
の
他
〔
定
性
の
声
聞
と
縁
覚
、
無
種
性
、

不
定
性
の
一
部
〕
は
必
ず
無
仏
性
で
あ
る
。『
瑜
伽
〔
師
地
論
〕』
等
の
学
説

の
通
り
で
あ
る
。
有
る
説
で
は
、
一
切
衆
生
に
全
て
仏
性
は
あ
る
。
た
だ
し

草
木
は
除
か
れ
る
。『
涅
槃
〔
経
〕』
や
『
楞
伽
〔
経
〕』
等
の
通
り
で
あ
る
。

こ
の
二
説
の
通
り
で
あ
る
。
今
は
二
説
を
会
通
す
る
。

　

言
及
さ
れ
る
文
献
か
ら
み
て
、
こ
の
二
説
の
内
、
実
質
的
に
前
者
は
法
相
宗

（
唯
識
法
相
宗
）、後
者
は
実
相
宗
（
如
来
蔵
縁
起
宗
）
で
あ
る
こ
と
は
確
実
で
あ
ろ
う
。

問
題
は
「
仏
性
」
を
テ
ー
マ
に
し
な
が
ら
も
、
法
蔵
は
異
な
る
概
念
に
つ
い
て
比

較
し
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
前
者
の
仏
性
は
五
性
に
お
け
る
菩
薩

種
性
（gotra

）
の
有
無
を
論
じ
、
後
者
（
実
相
宗
）
の
仏
性
は
一
切
衆
生
に
お
け
る

仏
性
（buddha-dhātu

）
の
遍
在
性
を
論
じ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
種
性
は
有
為

法
で
あ
り
、
仏
性
は
無
為
法
で
あ
る
の
で
、
正
確
な
対
比
を
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

法
（dharm

a

）
の
性
質
を
同
一
の
基
準
に
揃
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

法
蔵
が
法
相
宗
の
仏
性
を
有
為
法
と
見
做
し
て
い
た
こ
と
は
、
同
じ
『
心
玄

義
』「
仏
性
遍
通
門
」
中
の
「
二
隨
事
虧
盈
門
」
に
お
い
て
、『
瑜
伽
師
論
』
の
説

と
し
て
、「
法
爾
の
種
子
（bīja

）」
と
い
う
「
有
為
・
無
漏
」
を
「
菩
提
性
」
と

呼
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

　
﹇
４
﹈
二
隨
事
虧
盈
門
。
如
瑜
伽
等
中
。
但
就
法
爾
種
子
、
有
為
無 

漏
為

菩
提
性
。
是
故
不
説
普
遍
衆
生
。（
大
正
三
九
、四
三
二
上
三
―
五
）

　

第
二
番
目
の
隨
事
虧
盈
門
は
『
瑜
伽
〔
論
〕』
等
の
中
の
〔
説
の
〕
通
り

で
あ
る
。
た
だ
法
爾
の
種
子
、
有
為
・
無
漏
を
菩
提
の
性
と
規
定
す
る
。
こ

の
故
に
全
て
の
衆
生
に
〔
仏
性
が
〕
遍
在
す
る
と
は
説
か
な
い
。

　

従
っ
て
『
心
玄
義
』﹇
３
﹈﹇
４
﹈
に
よ
れ
ば
、
法
蔵
が
法
相
宗
の
仏
性
を
種
性

（gotra

）
と
種
子
（bīja

）
と
い
う
有
為
で
あ
り
無
漏
で
も
あ
る
法
に
限
定
し
て
い
る

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
彼
は
、
そ
の
法
相
宗
の
仏
性
が
一
部
の
衆
生
に
限
定
さ

れ
る
根
拠
を
有
為
法
で
あ
る
こ
と
に
見
出
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
を
推
定
す
れ

ば
、
有
為
法
は
因
縁
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
法
で
あ
る
以
上
、
特
定
の
条
件
を
満

た
さ
な
け
れ
ば
存
在
し
え
な
い
。
そ
の
意
味
で
は
、
全
て
の
衆
生
が
そ
の
条
件
を

満
た
さ
な
い
こ
と
が
あ
り
得
る
の
で
、
法
蔵
の
理
解
は
間
違
い
で
は
な
い
と
考
え

る
。
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し
か
し
、
有
為
法
と
無
為
法
と
い
う
異
な
る
概
念
を
比
較
し
て
も
、
議
論
の
溝

を
埋
め
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
こ
の
比
較
に
溝
が
な
い
よ
う
に
見
え
る
理
由
は
、

法
蔵
が
仏
性
の
語
を
〝
成
仏
の
原
因
〞
と
解
釈
す
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、

〝
成
仏
の
原
因
〞
を
有
為
法
と
見
做
す
立
場
（
法
相
宗
）
と
、
無
為
法
と
見
做
す
立

場
（
実
相
宗
）
が
存
在
す
る
と
い
う
構
図
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
こ

の
議
論
は
単
純
に
イ
ン
ド
に
求
め
る
こ
と
は
難
し
い
と
思
わ
れ
る
。
曇
無
讖
訳

『
涅
槃
経
』
巻
第
九
「
如
来
性
品
」
の
次
の
記
述
を
確
認
し
た
い
（
法
顕
訳
に
も
存

在
す
る
部
分
）。

　
﹇
５
﹈
彼
一
闡
提
雖
有
仏
性
、
而
為
無
量
罪
垢
所
纏
、
不 

能
得
出
。
如
蠶

処
繭
。
以
是
業
縁
、
不
能
生
於
菩
提
妙
因 

、
転
生
死
無
有
窮
已
。（
大
正

一
二
、四
一
九
中
五
―
七
）

　

か
の
一
闡
提
は
仏
性
が
有
る
と
雖
も
、
無
量
の
罪
の
垢
に
纏
わ
れ
て
、〔
そ

こ
か
ら
〕
出
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
る
で
蚕
が
繭
に
留
ま
っ
て
い
る
よ
う

で
あ
る
。
こ
の
行
為
の
条
件
に
よ
っ
て
、
菩
提
の
不
思
議
な
原
因
を
生
じ
る

こ
と
は
出
来
ず
、
輪
廻
し
て
尽
き
る
こ
と
が
無
い
。

　

こ
の
『
涅
槃
経
』﹇
５
﹈
は
、
松
本
氏
が
、
一
切
衆
生
に
有
る
も
の
＝
Ａ
と
、

特
定
の
衆
生
に
あ
る
も
の
＝
Ｂ
と
い
う
仮
説
を
提
示
す
る
際
に
利
用
さ
れ
た
経
文

の
一
つ
で
あ
る
）
28
（

。
私
は
、
こ
の
Ａ
と
Ｂ
の
区
別
と
い
う
仮
説
の
有
効
性
を
支
持
し

た
い
が
、
こ
こ
で
は
Ａ
と
Ｂ
の
区
別
を
、
松
本
氏
と
は
若
干
異
な
っ
た
観
点
か
ら

考
え
て
み
た
い
。
ま
ず
﹇
５
﹈
に
は
、
一
闡
提
に
は
「
仏
性
」（
Ａ
）
が
有
る
と

言
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
同
時
に
「
菩
提
妙
因
」（
Ｂ
）
は
生
じ
な
い
と
も
言

わ
れ
る
。
即
ち
、『
涅
槃
経
』﹇
５
﹈
に
よ
れ
ば
、「
仏
性
」≠

「
菩
提
妙
因
（
成

仏
の
原
因
）」
で
あ
る
。
こ
れ
は
松
本
氏
の
指
摘
す
る
通
り
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
さ
ら
に
問
題
に
し
た
い
の
は
、
そ
の
根
拠
で
あ
る
。
一
闡
提
に
「
菩
提

妙
因
」
が
生
じ
な
い
根
拠
は
、「
無
量
罪
垢
所
纏
」
＝
「
業
縁
」
で
あ
る
。
こ
れ

は
法
蔵
の
表
現
に
擬
え
れ
ば
、〝
有
為
・
有
漏
〞
で
あ
る
）
29
（

。
即
ち
、
有
為
法
は
特

定
の
条
件
の
下
で
の
因
果
関
係
で
あ
る
以
上
、「
無
量
罪
垢
所
纏
」
＝
「
業
縁
」

＝
〝
有
為
・
有
漏
〞
と
い
う
条
件
下
で
は
、「
菩
提
妙
因
」
＝
〝
有
為
・
無
漏
〞

は
生
じ
な
い
。
従
っ
て
、
一
闡
提
に
は
「
菩
提
妙
因
」
は
生
じ
な
い
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
法
蔵
に
よ
る
規
定
―
「
法
相
宗
」
の
仏
性
は
「
有
為
・
無
漏
」
と
い
う

規
定
―
か
ら
み
れ
ば
、『
涅
槃
経
』﹇
５
﹈
は
法
相
宗
の
文
献
と
し
て
読
む
こ
と
は

可
能
と
思
わ
れ
る
。
確
か
に
「
菩
提
妙
因
」
が
具
体
的
に
指
示
す
る
も
の
は
わ
か

り
難
い
。
し
か
し
、「
菩
提
妙
因
」
が
、「
法
相
宗
」
の
種
性
や
種
子
の
よ
う
に
有

為
法
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

　

次
に
﹇
５
﹈
の
「
仏
性
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
無
条
件
に
衆
生
に
存
在
す
る
も

の
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
ば
、『
涅
槃
経
』
に
お
い
て
最
も
愚
劣
な
人
と
見
做
さ

れ
て
い
る
一
闡
提
と
い
う
条
件
に
よ
っ
て
も
、「
仏
性
」
は
存
在
す
る
か
ら
で
あ

る
。
こ
れ
は
「
法
相
宗
」
の
文
献
で
は
、
真
如
等
の
無
為
法
に
相
当
す
る
も
の
で

あ
る
。
ま
た
こ
の
「
仏
性
」
は
「
菩
提
妙
因
」
で
は
な
い
の
で
、〝
成
仏
の
原
因
〞

と
解
釈
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

し
か
し
、
法
蔵
は
実
相
宗
（
如
来
蔵
縁
起
宗
）
の
文
献
を
解
釈
す
る
際
に
、
有
為

法
で
は
な
く
、
無
為
法
に
〝
成
仏
の
原
因
〞
を
読
み
込
む
。
こ
の
基
準
で
は
、
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『
涅
槃
経
』﹇
５
﹈
を
説
明
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
思
わ
れ
る
。

　
『
心
玄
義
』﹇
４
﹈
に
続
く
「
三
約
理
遍
情
門
」
で
は
、『
入
楞
伽
経
』
と
『
涅

槃
経
』
の
説
を
解
釈
す
る
際
に
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　
﹇
６
﹈
三
約
理
遍
情
門
。
如
此
経
及
『
涅
槃
』
等
、
凡
諸
有
心
皆
有
仏
性
。

 

是
故
衆
生
無
非
有
心
。
有
心
無
非
有
性
。
以
心
必 

有
性
。
性
必
為
因
。
背
凡

成
聖
。（
大
正
三
九
、四
三
二
上
五
│
八
）

　

第
三
番
目
は
、
理
は
情
〔
＝
心
〕
に
遍
在
す
る
門
で
あ
る
。
こ
の
『〔
入

楞
伽
〕
経
』、
及
び
『
涅
槃
経
』
等
で
は
、
お
よ
そ
有
心
の
者
た
ち
に
は
全

て
仏
性
が
有
る〔
と
説
示
す
る
〕。故
に
衆
生
は
有
心
で
は
な
い
こ
と
が
無
く
、

有
心
は
有
性
で
な
い
こ
と
が
無
い
。
心
は
必
ず
有
性
で
あ
り
、
性
は
必
ず
因

で
あ
る
。
凡
夫
を
翻
し
て
聖
人
と
成
る
。

　

こ
の
『
心
玄
義
』﹇
６
﹈
に
よ
れ
ば
、
法
蔵
は
、「
実
相
宗
」
の
仏
性
を
「
理
」

＝
無
為
法
と
見
做
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
、そ
の
「
理
」
が
全
て
の
「
有
心
（
情
）」

の
者
に
有
る
と
主
張
し
、「
心
は
必
ず
有
性
で
あ
り
、
性
は
必
ず
因
で
あ
る
」
と

結
論
づ
け
る
。
そ
の
根
拠
の
一
つ
『
涅
槃
経
』
巻
第
二
七
「
師
子
吼
菩
薩
品
」

﹇
７
﹈
と
比
較
す
れ
ば
、
幾
つ
か
問
題
が
残
る
解
釈
で
あ
る
。
両
者
を
比
較
し
た

い
。　

﹇
７
﹈
善
男
子
。
有
者
凡
有
三
種
。
一
未
来
有
、
二
現
在
有 

、
三
過
去
有
。

一
切
衆
生
未
来
之
世
、
当
有
阿
耨
多 

羅
三
藐
三
菩
提
是
名
仏
性
。
…
衆
生 

亦

爾
。
悉
皆
有
心
。
凡
有
心
者
、
定
当
得
成
阿
耨
多 

羅
三
藐
三
菩
提
。
以
是
義

故
。
我
常
宣
説
。
一
切
衆 

生
悉 

有
仏
性
。（『
涅
槃
経
』「
師
子
吼
菩
薩
品
」
大
正

一
二
、五
二
四
中
二
五
│
下
一
〇
）

　

善
男
子
よ
。
有
と
は
お
よ
そ
三
種
有
る
。
第
一
に
未
来
有
で
あ
り
、
第
二

に
現
在
有
で
あ
り
、
第
三
に
過
去
有
で
あ
る
。
全
て
の
衆
生
は
未
来
世
に
、

ま
さ
に
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
が
有
っ
て
、
こ
れ
を
仏
性
と
呼
ぶ
。
…
衆
生

も
ま
た
そ
の
よ
う
で
あ
り
、
全
て
有
心
で
あ
る
。
お
よ
そ
心
有
る
者
は
、
必

ず
ま
さ
に
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
を
獲
得
す
る
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
意
味

の
故
に
、
私
は
常
に
「
全
て
の
衆
生
に
仏
性
が
有
る
」
と
宣
言
し
た
の
で
あ

る
。

　

ま
ず
、
法
蔵
は
「
凡
諸
有
心
皆
有
仏
性
」（﹇
６
﹈）
と
言
う
が
、『
涅
槃
経
』﹇
７
﹈

に
よ
れ
ば
、
こ
の
「
仏
性
」
は
未
来
世
に
獲
得
さ
れ
る
「
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩

提
」
＝
「
未
来
有
」
＝
仏
果
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
の
「
未
来
有
」
で
あ
る
「
仏

性
」
が
、「
理
」
＝
無
為
法
で
あ
る
こ
と
は
、
適
切
な
解
釈
と
思
わ
れ
る
。
し
か

し
、
法
蔵
は
こ
の
こ
と
を
明
示
し
な
い
で
、「
性
必
為
因
」
と
述
べ
て
、
こ
の

「
未
来
有
」
の
「
仏
性
」
を
「
因
」
と
解
釈
す
る
。
し
か
し
、『
涅
槃
経
』﹇
７
﹈

で
は
、「
仏
性
」
は
「
現
在
有
」
や
「
過
去
有
」
で
は
な
く
、「
未
来
有
」
で
あ

る
。
こ
の
「
未
来
有
」
を
「
因
」
と
解
釈
す
る
こ
と
は
不
合
理
で
あ
ろ
う
。
即

ち
、
法
蔵
の
利
用
す
る
「
実
相
宗
」
の
経
文
に
お
い
て
、
仏
性
を
無
為
法
と
解
釈

で
き
る
が
、〝
成
仏
の
原
因
〞
と
解
釈
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
イ
ン
ド
仏
教

に
遡
及
さ
せ
る
こ
と
は
出
来
な
い
）
30
（

。

　

ま
た
『
涅
槃
経
』﹇
５
﹈
に
お
い
て
、〝
一
闡
提
に
は
「
菩
提
妙
因
」
が
生
じ
な

い
〞
と
言
わ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、『
涅
槃
経
』﹇
７
﹈
で
は
、
一
切
衆
生
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が
「
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
」
を
獲
得
す
る
と
い
う
の
は
矛
盾
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
こ
れ
は
松
本
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
『
涅
槃
経
』「
徳
王
菩
薩
品
」
で

「
滅
一
闡
提
」
と
い
う
考
え
が
生
ま
れ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
不
自
然
で
は
な
い
）
31
（

。

た
だ
し
円
測
は
、
こ
の
一
切
衆
生
を
「
不
定
姓
」
＝
「
少
分
」
と
解
釈
し
、
仏
性

も
「
行
性
」
と
見
做
す
）
32
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、
仏
性
の
遍
在
性
を
め
ぐ
る
法
蔵
の
設
定
は
、
経
文
の
意
図
的
な

曲
解
と
い
う
問
題
が
あ
り
、「
実
相
宗
」（
如
来
蔵
縁
起
宗
）
の
見
解
は
イ
ン
ド
文
献

に
確
定
で
き
な
い
。
従
っ
て
、
仏
性
が
無
為
法
で
あ
る
こ
と
と
、
仏
性
が
〝
成
仏

の
原
因
〞
で
あ
る
こ
と
を
同
時
に
満
た
し
、
そ
の
規
定
を
根
拠
に
し
て
「
実
相

宗
」（
如
来
蔵
縁
起
宗
）
と
「
法
相
宗
」（
唯
識
法
相
宗
）
を
区
別
す
る
こ
と
は
、
あ
く

ま
で
も
法
蔵
の
解
釈
と
見
做
す
べ
き
で
あ
る
。

第
五
節　

二
乗
の
廻
心
に
つ
い
て

　

一
切
皆
成
仏
説
と
一
分
不
成
仏
説
を
区
別
す
る
上
で
、
全
て
の
声
聞
と
縁
覚
の

二
乗
人
が
菩
薩
（
大
乗
）
に
廻
心
す
る
か
否
は
中
心
テ
ー
マ
の
一
つ
で
あ
る
。
一

般
に
、
前
者
は
全
て
の
二
乗
人
が
大
乗
に
廻
心
す
る
立
場
で
あ
り
、
後
者
は
不
定

性
の
二
乗
だ
け
が
廻
心
す
る
立
場
で
あ
る
。『
心
玄
義
』「
第
九
明
義
分
斉
」
中

「
六
、二
乗
廻
心
門
」
は
こ
の
テ
ー
マ
を
法
相
宗
（
唯
識
法
相
宗
、
一
分
不
成
仏
説
）
と

実
相
宗
（
如
来
蔵
縁
起
宗
、
一
切
皆
成
仏
説
）
と
し
て
区
別
す
る
部
分
で
あ
る
。
法
蔵

は
、
大
乗
経
典
を
根
拠
に
し
て
、
二
つ
の
立
場
が
存
在
す
る
こ
と
を
主
張
し
て
い

る
の
で
、
彼
が
こ
の
区
別
が
イ
ン
ド
に
起
源
を
有
す
る
も
の
と
見
做
し
て
い
た
こ

と
は
間
違
い
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
は
妥
当
な
の
だ
ろ
う
か
。

　
『
心
玄
義
』「
二
乗
廻
心
門
」
は
、
次
の
よ
う
に
テ
ー
マ
を
設
定
し
て
い
る
。

　
﹇
８
﹈
六
、二
乗
迴
心
門
者
。
有
説
。
定
性
二
乗
、
定
不
迴
心
向
大
菩
提
。

如
『
深
密
経
』
等
。
有
説
。
一
切
二
乗
、究
竟
悉
皆
得
大
菩
提
。
如
『
法
華
』

等
。
今
会
此
二
説
、
亦
有
二
義
。
一
法
。
二
教
。
法
中
前
『
経
』、
約
就
此

生
定
入
涅
槃
、
必
不
迴
心
故
作
是
説
。
後
『
経
』
縦
入
涅
槃
後
、
必
当
起
趣

大
菩
提
。
由
根
有
利
鈍
法
有
遅
疾
。
如
⒜
『
経
』
八
万
・
六
万
、乃
至
十
千
等
、

⒝
此
『
経
』
三
昧
酒
所
酔
等
。（
大
正
三
九
、四
三
二
上
一
七
―
二
四
）

　

第
六
番
目
が
二
乗
廻
心
門
で
あ
る
。
有
る
説
に
よ
れ
ば
、定
性
の
二
乗〔
人

た
ち
〕
は
必
ず
心
を
大
菩
提
に
向
け
て
廻
心
し
な
い
。『〔
解
〕
深
密
経
』
等

の
通
り
で
あ
る
。
有
説
に
よ
れ
ば
、
全
て
の
二
乗
〔
人
た
ち
は
〕
最
終
的
に

全
て
大
菩
提
を
獲
得
す
る
。『
法
華
〔
経
〕』
等
の
通
り
で
あ
る
。

　

今
こ
の
二
説
を
会
通
す
れ
ば
、
ま
た
二
つ
の
意
味
が
あ
る
。
第
一
は
法
で

あ
り
、
第
二
は
教
で
あ
る
。

　

法
に
つ
い
て
言
え
ば
、
前
の
『〔
解
深
密
〕
経
』
は
、
こ
の
〔
定
性
の
二

乗
と
い
う
〕
衆
生
た
ち
は
必
ず
涅
槃
に
入
る
こ
と
に
つ
い
て
、
絶
対
に
廻
心

し
な
い
の
で
、こ
の
説
を
主
張
す
る
。
後
の
『〔
法
華
〕
経
』
は
、た
と
え
〔
彼

ら
が
〕
涅
槃
に
入
っ
た
後
で
も
、
必
ず
大
菩
提
に
趣
く
こ
と
が
で
き
る
。
性

質
に
聡
明
な
者
と
鈍
感
な
者
が
い
る
の
で
、〔
大
菩
提
に
至
る
ま
で
〕
遅
速

の
相
違
が
あ
る
。『〔
涅
槃
〕
経
』
に
「
八
万
、六
万
、
乃
至
は
十
千
」
等
、

こ
の
『〔
入
楞
伽
〕
経
』
に
「
三
昧
の
酒
に
酔
う
」
等
と
〔
い
う
〕
通
り
で
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あ
る
。

　

こ
こ
で
法
蔵
は
、
小
乗
の
究
極
を
「
涅
槃
」、
大
乗
の
究
極
を
「
大
菩
提
」
と

表
現
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
、「
法
相
宗
」
の
文
献
で
は
、
定
性
の
二
乗
人
は

「
涅
槃
」
に
留
ま
り
「
大
菩
提
」
に
廻
心
し
な
い
、「
実
相
宗
」
の
文
献
で
は
、

「
涅
槃
」
に
入
っ
た
後
も
必
ず
「
大
菩
提
」
に
向
か
う
と
区
別
す
る
。「
実
相
宗
」

の
文
献
の
内
、﹇
８
﹈
⒝
に
相
当
す
る
実
叉
難
陀
訳
『
入
楞
伽
経
』
巻
「
集
一
切

法
品
」
に
つ
い
て
吟
味
し
た
い
。

　
﹇
９
﹈
声
聞
心
亦
然
、
相
風
所
漂
激
… 

。
雖
滅
起
煩
惱
、
猶
被
習
気
縛 

、

三
昧
酒
所
酔
、
住
於
無
漏
界
。 

彼
非
究
竟
趣
、
亦
復
不
退
転 

、
以
得
三
昧
身
、

乃
至
劫
不
覚
。 

譬
如
昏
酔
人
、
酒
消
然
後
悟 
。
声
聞
亦
如
是
、
覚
後
当
成
仏
。

（
大
正
一
六
、六
〇
七
中
九
―
一
四
）

　

声
聞
た
ち
の
心
も
同
様
で
あ
り
、
風
が
漂
う
所
は
激
し
い
。〔
声
聞
た
ち

は
、〕
顕
在
的
な
煩
悩
を
消
滅
す
る
も
の
の
、
習
気
に
縛
ら
れ
、
三
昧
の
酒

に
酔
い
、
無
漏
界
に
安
住
し
て
い
る
。
彼
ら
は
最
終
的
な
趣
で
は
な
く
、
ま

た
退
転
し
な
い
で
、
三
昧
の
身
体
を
獲
得
し
て
、〔
長
時
の
〕
劫
に
わ
た
っ

て
目
覚
め
る
こ
と
は
無
い
。
例
え
ば
、
酩
酊
し
て
い
る
人
が
、
酒
が
消
え
そ

の
後
で
目
覚
め
る
通
り
で
あ
る
。
声
聞
も
ま
た
こ
の
よ
う
に
、
目
覚
め
た
後

で
仏
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
『
入
楞
伽
経
』﹇
９
﹈
に
よ
れ
ば
、「
声
聞
」
は
「
覚
後
」
に
仏
に
な
る
だ
ろ
う

（「
当
成
仏
」）
と
言
わ
れ
る
。
こ
れ
は
声
聞
が
大
乗
に
転
向
す
る
こ
と
を
意
味
し
て

い
る
が
、
こ
の
声
聞
は
一
体
誰
な
の
か
。
基
は
『
大
乗
法
苑
義
林
章
』「
諸
乗
義

林
」
に
お
い
て
、
こ
の
声
聞
を
「
応
化
声
聞
」
＝
〝
仏
や
菩
薩
が
変
化
し
た
声

聞
〞
と
解
釈
し
て
い
る
）
33
（

。
松
本
氏
は
、﹇
９
﹈
の
声
聞
を
〝
仮
り
の
声
聞
＝
実
は

菩
薩
〞
と
解
釈
し
て
い
る
）
34
（

。
両
者
に
共
通
す
る
の
は
、﹇
９
﹈
の
「
声
聞
」
を
文

字
通
り
声
聞
と
解
釈
し
な
い
で
、
菩
薩
の
一
種
と
見
做
す
こ
と
に
あ
る
。
そ
し
て

法
蔵
は
、『
入
楞
伽
経
』﹇
９
﹈
の
声
聞
を
不
定
性
と
解
釈
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
と
い
う
の
も
『
心
玄
義
』﹇
１
﹈「
不
定
者
即
身
迴
也
」
の
「
身
」
は
、

﹇
９
﹈
の
声
聞
が
獲
得
す
る
「
三
昧
身
」
に
対
応
す
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ

る
。
従
っ
て
、
法
蔵
も
ま
た
、
経
文
に
声
聞
と
記
述
さ
れ
る
者
の
中
に
、
実
質
的

に
は
菩
薩
で
も
あ
り
得
る
不
定
性
の
存
在
を
認
め
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　

次
に
﹇
８
﹈
⒜
の
経
文
、
即
ち
『
涅
槃
経
』
巻
二
三
「
徳
王
菩
薩
品
」
に
つ
い

て
考
察
し
た
い
。

 　
﹇
10
﹈
声
聞
・
縁
覚 

八
万
・
六
万
・
四 

万
・
二
万
・
一
万
住
処
、
名
為
涅
槃
。

無
上
法
主
聖
王 

住
処
、
乃
得
名
為
大
般
涅
槃
。
以
是
故
名
大
般
涅 

槃
。（
大

正
一
二
、五
〇
二
中
二
七
―
下
一
）

　

声
聞
た
ち
と
縁
覚
た
ち
の
八
万
・
六
万
・
四
万
・
二
万
・
一
万
の
住
処
を
涅
槃

と
名
づ
け
る
。
無
上
で
あ
り
法
主
で
あ
る
聖
王
の
住
処
は
、
乃
ち
大
般
涅
槃

と
名
づ
け
る
。
こ
の
故
に
大
般
涅
槃
と
名
づ
け
る
。

　
『
涅
槃
経
』﹇
10
﹈
に
よ
れ
ば
、
声
聞
と
縁
覚
の
住
処
を
「
涅
槃
」
と
呼
び
、
無

上
法
主
聖
王
（
お
そ
ら
く
如
来
の
こ
と
）
の
住
処
を
「
大
般
涅
槃
」
と
称
し
て
い
る
。

「
涅
槃
」
は
二
乗
の
悟
り
、「
大
般
涅
槃
」
は
大
乗
の
悟
り
を
示
す
と
思
わ
れ
る
。

法
蔵
は
『
起
信
論
義
記
』
に
お
い
て
、
こ
の
経
文
を
次
の
よ
う
に
配
当
し
て
い
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る
）
35
（

。
八
万
劫
＝
預
流
果
、
六
万
劫
＝
一
来
果
、
四
万
劫
＝
不
還
果
、
二
万
劫
＝
阿

羅
漢
果
、
一
万
劫
（
十
千
劫
）
＝
独
覚
人
（
縁
覚
人
）

　

し
か
も
、﹇
１
﹈
⒡
「
定
者
要
入
涅
槃
、
然
後
方
迴
」
に
よ
れ
ば
、
法
蔵
は
、

こ
の
﹇
８
﹈
⒜
＝
『
涅
槃
経
』﹇
10
﹈
を
定
性
の
二
乗
が
「
涅
槃
」
に
入
っ
た
後

に
廻
心
す
る
こ
と
を
示
す
文
証
と
し
て
理
解
し
て
い
る
。
私
は
、
こ
の
解
釈
の
妥

当
性
を
論
証
で
き
な
い
。
し
か
し
、
円
測
は
『
涅
槃
経
』﹇
10
﹈
を
「
廻
心
向
大

声
聞
」
に
対
す
る
経
文
と
理
解
し
て
い
る
）
36
（

。
こ
の
「
廻
心
向
大
声
聞
」
は
、
大
乗

に
転
向
す
る
声
聞
で
あ
り
、
五
性
各
別
説
で
は
不
定
性
に
相
当
す
る
だ
ろ
う
。
法

蔵
と
円
測
の
解
釈
、
ど
ち
ら
が
妥
当
な
の
だ
ろ
う
か
。
法
蔵
は
『
涅
槃
経
』﹇
10
﹈

を
二
乗
の
中
の
定
性
の
廻
心
＝
一
切
皆
成
仏
説
の
文
証
と
見
做
す
が
、
二
乗
不
廻

心
＝
一
分
不
成
仏
説
の
文
証
と
解
釈
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
即
ち
、
法
蔵
の

解
釈
は
必
ず
し
も
間
違
い
と
断
定
で
き
な
い
も
の
の
、『
涅
槃
経
』
に
お
い
て
全

て
の
声
聞
が
大
乗
に
廻
心
す
る
と
決
定
す
る
こ
と
は
論
証
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は

な
く
、
中
国
に
お
い
て
も
異
説
も
存
在
す
る
）
37
（

。『
涅
槃
経
』
に
は
二
乗
廻
心
を
め

ぐ
り
、
難
解
な
問
題
が
残
る
も
の
の
、
法
蔵
は
そ
の
難
解
な
問
題
に
言
及
し
な
い

で
、
法
相
宗
（
唯
識
法
相
宗
）
と
実
相
宗
（
如
来
蔵
縁
起
宗
）
の
文
献
を
二
分
し
て
し

ま
う
。

　

そ
し
て
、
現
在
で
も
一
分
不
成
仏
説
と
一
切
皆
成
仏
説
の
区
別
に
よ
っ
て
、
イ

ン
ド
の
文
献
を
二
分
す
る
研
究
は
大
勢
を
占
め
て
い
る
と
思
わ
れ
る
）
38
（

。

第
六
節　

結
論
と
課
題

　

以
上
、
近
代
の
如
来
蔵
思
想
研
究
に
つ
い
て
考
え
る
た
め
に
、
法
蔵
の
如
来
蔵

縁
起
宗
（
実
相
宗
）
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
。
即
ち
、
私
は
現
在
で
も
イ
ン
ド

に
お
け
る
瑜
伽
行
派
と
如
来
蔵
思
想
の
対
立
と
い
う
構
図
は
、
法
蔵
に
よ
る
四
宗

の
設
定
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
妥
当
性
が
吟
味
さ
れ
て
い
な
い
と
考
え

て
い
る
。
そ
れ
を
解
明
す
る
た
め
に
、『
心
玄
義
』
の
日
本
語
訳
に
よ
っ
て
四
宗

の
概
要
を
提
示
し
、『
心
玄
義
』「
仏
性
遍
在
門
」
と
「
二
乗
廻
心
門
」
の
考
察
に

よ
っ
て
、
そ
の
妥
当
性
を
吟
味
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
法
蔵
は
「
法
相
宗
」（
唯
識
法
相
宗
）
と
「
実
相
宗
」（
如
来
蔵
縁
起

宗
）
に
漢
訳
仏
教
文
献
を
弁
別
す
る
も
の
の
、
必
ず
し
も
そ
の
よ
う
に
区
別
で
き

な
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。『
涅
槃
経
』﹇
７
﹈
は
仏
性
が
無
為
法
で
あ
る
こ
と
と
、

〝
成
仏
の
原
因
〞
で
あ
る
こ
と
を
同
時
に
満
た
す
経
文
で
は
な
い
。『
入
楞
伽
経
』

﹇
９
﹈
は
、
不
定
性
、
あ
る
い
は
応
化
声
聞
の
成
仏
を
示
し
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、

『
入
楞
伽
経
』
全
般
に
お
い
て
定
性
の
声
聞
が
成
仏
す
る
と
確
定
し
な
い
。『
涅
槃

経
』﹇
10
﹈
も
定
性
の
二
乗
が
廻
心
す
る
経
文
と
確
定
で
き
な
い
。
即
ち
、
法
蔵

は
『
涅
槃
経
』
や
『
入
楞
伽
経
』
を
一
切
皆
成
仏
説
の
論
拠
と
す
る
が
、
そ
の
よ

う
に
読
む
こ
と
は
必
ず
し
も
出
来
ず
、
一
分
不
成
仏
説
の
論
拠
と
も
成
り
得
る
。

つ
ま
り
、
イ
ン
ド
仏
教
に
お
い
て
、
瑜
伽
行
派
と
如
来
蔵
思
想
は
ど
の
程
度
区
別

で
き
る
の
か
、
そ
の
よ
う
な
視
点
が
必
要
と
考
え
る
。

　

私
は
、
如
来
蔵
思
想
が
イ
ン
ド
に
存
在
し
な
い
と
断
定
し
な
い
。
し
か
し
、
瑜



47　（岡本一平）

伽
行
派
と
如
来
蔵
思
想
の
対
立
と
い
う
構
図
は
、
中
国
に
お
い
て
法
蔵
が
体
系
化

し
た
構
図
で
あ
り
、
多
く
の
場
合
、
そ
れ
が
現
在
で
も
イ
ン
ド
仏
教
研
究
に
反
映

さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
、
想
定
し
て
い
る
。
そ
の
際
に
、
未
だ
に
大
き
な

影
響
力
を
与
え
続
け
て
い
る
の
は
法
蔵
そ
の
人
、
あ
る
い
は
、
彼
の
著
作
を
背
景

に
し
た
如
来
蔵
思
想
理
解
で
あ
ろ
う
。
今
後
、
こ
の
視
点
の
重
要
性
を
裏
付
け
る

た
め
に
、
法
蔵
が
「
如
来
蔵
縁
起
宗
」、
あ
る
い
は
「
実
相
宗
」
と
見
做
す
イ
ン

ド
産
の
経
論
を
全
て
吟
味
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
本
論
文
が
問
題
提
起
に
な

れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

第
七
節　

補
論

　

本
論
文
の
第
六
節
ま
で
は
、
二
〇
一
七
年
、
北
京
大
学
で
開
催
さ
れ
た
国
際
華

厳
学
会
の
発
表
原
稿
で
あ
り
、
当
日
の
資
料
集
で
配
布
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ

れ
ま
で
学
術
誌
な
ど
に
活
字
化
さ
れ
た
こ
と
は
一
度
も
無
い
。
日
本
語
版
の
投
稿

は
自
由
と
い
う
条
件
だ
っ
た
の
で
、
文
意
を
整
え
、
註
記
に
原
文
を
加
え
て
公
表

す
る
こ
と
に
し
た
。
し
か
し
、
約
五
年
前
の
論
文
な
の
で
、「
第
七
節　

補
論
」

を
追
加
し
て
お
き
た
い
。

　

第
一
に
補
足
し
て
お
き
た
い
の
は
、
中
国
仏
教
思
想
史
に
お
け
る
法
蔵
の
位
置

づ
け
で
あ
る
。
既
述
の
よ
う
に
、
法
蔵
は
「
唯
識
法
相
宗
」（
法
相
宗
）
と
「
如
来

蔵
縁
起
宗
」（
実
相
宗
）
を
峻
別
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
現
在
の
瑜
伽
行
派
と
如
来

蔵
思
想
を
区
別
す
る
研
究
状
況
に
影
響
を
与
え
続
け
て
い
る
。
こ
れ
は
中
国
仏
教

思
想
史
の
構
築
に
も
影
を
落
と
し
て
い
る
。
と
い
う
の
も
法
蔵
の
両
宗
の
区
別

は
、
法
蔵
以
前
の
中
国
仏
教
思
想
史
に
も
投
影
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で

あ
る
。「
第
一
節　

問
題
の
所
在
」
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
私
の
本
論
文
の
出
発

点
は
慧
遠
の
『
勝
鬘
義
記
』、
法
上
（
達
摩
鬱
多
羅
）
の
「
釈
教
迹
義
」、
敦
煌
出
土

文
献S.4303

に
一
分
不
成
仏
説
が
説
か
れ
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。
し
か
し
、
従

来
こ
れ
ら
の
三
種
の
文
献
の
特
徴
は
十
分
に
理
解
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
れ

は
、
両
宗
の
峻
別
と
い
う
法
蔵
の
設
定
し
た
構
図
の
中
に
、
法
蔵
以
前
の
著
作
、

特
に
南
北
朝
か
ら
隋
に
至
る
仏
教
文
献
を
押
し
込
ん
で
し
ま
っ
た
か
ら
で
あ
ろ

う
。
即
ち
、
そ
の
名
称
を
使
う
か
否
か
を
別
に
す
れ
ば
、
法
蔵
以
前
の
仏
教
文
献

は
、
唯
識
法
相
宗
（
法
相
宗
）
か
如
来
縁
起
宗
（
実
相
宗
）
に
二
者
択
一
を
迫
ら
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
慧
遠
の
『
勝
鬘
義
記
』
等
の
思
想
は
如

来
蔵
思
想
で
あ
り
な
が
ら
一
分
不
成
仏
と
い
う
特
徴
を
持
ち
、
法
蔵
の
構
図
に
は

収
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

第
二
に
補
足
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
仏
性
・
如
来
蔵
思
想
研
究
の
古
典
、
常

盤
大
定
『
仏
性
の
研
究
』）
39
（

の
問
題
点
で
あ
る
）
40
（

。『
仏
性
の
研
究
』
は
日
本
の
徳
一

と
最
澄
の
論
争
の
背
景
を
中
国
・
イ
ン
ド
に
遡
及
さ
せ
る
と
い
う
壮
大
な
思
想
史

を
提
示
し
た
。
し
か
し
、
そ
も
そ
も
中
国
に
お
い
て
、
そ
の
よ
う
な
対
立
ら
し
き

も
の
）
41
（

が
確
認
で
き
る
の
は
法
蔵
と
ほ
ぼ
同
時
代
前
後
の
あ
る
時
期
に
過
ぎ
な
い
。

前
拙
稿
で
提
示
し
た
左
の
図
式
は
、
ま
さ
に
常
盤
氏
が
提
起
し
た
構
造
を
意
識
し

て
作
図
し
た
も
の
あ
る
）
42
（

。

《
一
分
不
成
仏
説
と
一
切
皆
成
仏
説
に
関
す
る
一
般
的
理
解
》

一
分
不
成
仏
説
（
五
姓
各
別
説
）
＝
瑜
伽
行
派
の
正
統
思
想
＝
三
乗
説
＝
「
法
相
宗
」



48

一
切
皆
成
仏
説　
　
　
　
　
　
　

＝
如
来
蔵
思
想　
　
　
　

＝
一
乗
説
＝
「
法
相
宗
」
以
外

　

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
一
般
的
な
理
解
は
、
前
拙
稿
に
お
い
て
慧
遠
な
ど
に
適

用
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
こ
と
を
示
し
た
。
本
論
文
で
も
、
法
蔵
の
利
用
す
る
イ

ン
ド
産
の
仏
教
文
献
に
適
用
す
る
こ
と
は
難
し
い
の
で
、
イ
ン
ド
に
反
映
さ
せ
る

こ
と
も
困
難
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
た
。『
仏
性
の
研
究
』
は
、
今
後
、
全
面
的

に
再
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
特
に
、
日
本
の
論
争
を
中
国
に
投
影
さ
せ

る
こ
と
の
問
題
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

第
三
に
補
足
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
中
国
に
お
け
る
一
分
不
成
仏
説
の
形
成

で
あ
る
。
一
般
に
一
分
不
成
仏
説
は
、
玄
奘
訳
に
よ
っ
て
中
国
に
も
た
ら
さ
れ
た

と
い
う
考
え
が
支
配
的
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
理
解
は
、
実
際
に
は
法
蔵
の
提
示

し
た
図
式
の
裏
返
し
に
過
ぎ
ず
、「
唯
識
法
相
宗
」（
法
相
宗
）
と
「
如
来
蔵
思
想

縁
起
宗
」（
実
相
宗
）
の
二
項
対
立
の
図
式
の
再
生
産
だ
と
考
え
る
。『
仏
性
の
研

究
』
は
、
そ
の
近
代
版
で
あ
る
。
し
か
し
一
分
不
成
仏
説
は
、
慧
遠
『
勝
鬘
義

記
』
等
に
確
認
で
き
る
以
上
、
こ
れ
ら
の
著
作
は
玄
奘
訳
の
遠
因
の
一
つ
と
理
解

す
べ
き
で
あ
り
、
必
要
以
上
に
玄
奘
訳
と
対
立
さ
せ
る
必
要
は
な
い
。
そ
れ
を
何

と
呼
称
し
よ
う
が
、
玄
奘
門
下
の
い
わ
ゆ
る
「
法
相
宗
」
と
、
そ
れ
以
前
の
中
国

の
瑜
伽
行
派
文
献
（
い
わ
ゆ
る
「
地
論
宗
」「
摂
論
宗
」）
と
の
断
絶
面
ば
か
り
強
調
す

る
研
究
に
は
終
止
符
を
打
つ
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
）
43
（

。
そ
れ
も
ま
た
法
蔵
の
図
式
の

近
代
的
な
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
だ
か
ら
で
あ
る
。

註（
１
） 

慧
遠
『
大
乗
義
章
』
巻
第
一
「
仏
性
義
」
に
「
六
、
真
実
有
。
謂
如
来
蔵
縁
起
、

集
成
生
死
涅
槃
」（
大
正
四
四
、四
八
四
ｂ
二
八
）
等
。
慧
遠
の
如
来
蔵
と
縁
起

に
つ
い
て
は
、
岡
本
一
平
「
浄
影
寺
慧
遠
に
お
け
る
縁
起
と
如
来
蔵
」（“Jounal 

for B
uddist Studies”  

第
五
三
号
、
二
〇
一
七
年
一
二
月
、
ソ
ウ
ル
）
参
照
。

（
２
） 

岡
本
一
平
「
浄
影
寺
慧
遠
の
二
蔵
説
の
形
成
―
達
摩
鬱
多
羅
「
釈
教
迹
義
」
と

慧
遠
の
『
勝
鬘
義
記
』」（『
東
洋
学
研
究
』
第
五
四
号
、
二
〇
一
七
年
）
七
│

一
四
頁
参
照
。

（
３
） 

岡
本
論
文
（
前
注
２
）
一
四
頁
参
照
。

（
４
） 

岡
本
論
文
（
前
注
２
）
二
│
七
頁
、
一
一
│
一
二
頁
参
照
。

（
５
） 

法
蔵
以
前
に
、
法
宝
や
智
儼
に
も
同
様
の
思
想
は
想
定
で
き
る
が
、
こ
こ
で
は

影
響
力
の
強
い
法
蔵
を
取
り
あ
げ
る
。

（
６
） 

高
崎
直
道
『
如
来
蔵
思
想
の
形
成
―
イ
ン
ド
大
乗
仏
教
思
想
研
究
―
』（
春
秋

社
、
東
京
、
一
九
七
四
年
）
3
│
4
頁
。

（
７
） 

下
田
正
弘
「
如
来
蔵
・
仏
性
思
想
の
あ
ら
た
な
理
解
に
向
け
て
」（
高
崎
直
道
監

修
、
桂
紹
隆
・
斉
藤
明
・
下
田
正
弘
・
末
木
文
美
士
編
『
如
来
蔵
と
仏
性
』
所

収
、
春
秋
社
、
シ
リ
ー
ズ
大
乗
仏
教
８
、
東
京
、
二
〇
一
四
年
一
月
）
二
四
―

二
五
頁
参
照
。

（
８
） 

例
え
ば
、
高
崎
直
道
校
注
『
宝
性
論
・
法
界
無
差
別
論
』（
大
蔵
出
版
、

一
九
九
九
年
）「
解
題
」
六
（
一
八
）
頁
参
照
。
高
崎
氏
は
、
以
前
の
見
解
を
改

め
て
、『
宝
性
論
』
作
者
を
堅
慧
一
人
と
想
定
し
た
。
袴
谷
憲
昭
氏
は
、
こ
の
堅

慧
一
人
と
い
う
想
定
を
支
持
し
て
い
る
。
袴
谷
憲
昭
『
唯
識
文
献
研
究
』（
大
蔵

出
版
、
二
〇
〇
八
年
）
四
五
│
四
六
頁
、
六
一
頁
、
八
五
│
八
六
頁
、
注
54
│

57
参
照
。『
宝
性
論
』
の
作
者
の
問
題
は
中
国
伝
承
の
妥
当
性
に
傾
い
て
い
る
。

（
９
） 

加
納
和
雄
「『
宝
性
論
』
の
展
開
」（
前
注
７
書
所
収
）
二
一
七
―
二
三
八
頁
参

照
。

（
10
） 

袴
谷
憲
昭
「〈
清
浄
法
界
〉
考
」（
同
『
唯
識
思
想
研
究
』
所
収
、
大
蔵
出
版
、

二
〇
〇
一
年
、
初
出
一
九
七
六
年
）
七
六
六
―
七
六
七
頁
、
同
「
イ
ン
ド
仏
教

思
想
史
に
お
け
るY

ogācāra

の
位
置
」（
同
書
所
収
、
二
〇
〇
一
年
）
三
七
―

四
二
頁
、
同
「「
四
食
」「
四
識
住
」
文
献
の
予
備
的
一
考
察
」（
前
注
８
袴
谷
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書
、
二
〇
〇
八
年
）
一
二
一
―
一
三
〇
頁
等
参
照
。

（
11
） 
松
本
史
朗
「
如
来
蔵
思
想
は
仏
教
に
あ
ら
ず
」（
同
『
縁
起
と
空
―
如
来
蔵
思
想

批
判
―
』
所
収
、
大
蔵
出
版
、
一
九
八
九
年
、
初
出
一
九
八
六
年
）、
同
「『
宝

性
論
』
の
種
姓
論
」（
同
『
仏
教
思
想
論　

下
』
所
収
、
大
蔵
出
版
、
二
〇
一
三

年
）
等
参
照
。

（
12
） 

三
種
の
著
作
の
成
立
順
序
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
吉
津
宜
英
氏
が
私
と
は
別
の

の
方
法
で
推
定
し
て
い
る
。
吉
津
氏
の
推
定
は
妥
当
な
見
解
で
あ
り
、
支
持
し

た
い
。
同
『
華
厳
一
乗
思
想
の
研
究
』（
大
東
出
版
社
、
一
九
九
一
年
七
月
）

一
四
三
頁
参
照
。

（
13
） 

法
蔵
は
『
無
差
別
論
疏
』
に
お
い
て
『
宝
性
論
』
と
『
大
乗
法
界
無
差
別
論
』

を
と
も
に
堅
慧
（
沙
囉
末
底
）
の
著
作
と
見
做
す
（
大
正
四
四
、六
三
下
）。

（
14
） 

吉
津
氏
は
『
心
玄
義
』
を
七
〇
五
年
頃
と
推
定
し
て
い
る
。
そ
の
根
拠
は
本
書

の
撰
号
「
西
明
寺
沙
門
法
蔵
撰
」
で
あ
る
。
西
明
寺
は
義
浄
が
『
金
光
明
経
』

を
翻
訳
し
た
訳
場
で
あ
り
（
七
〇
三
年
）、
法
蔵
も
証
義
と
し
て
参
加
し
て
い

る
。
吉
津
前
掲
書
（
前
注
12
書
）
一
三
四
頁
参
照
。

（
15
） 

大
正
蔵
本
『
心
玄
義
』
は
江
戸
期
の
版
本
を
底
本
に
し
て
い
る
。
本
論
文
で
は
、

大
正
蔵
本
の
誤
伝
や
誤
写
を
、
称
名
寺
所
蔵
・
金
沢
文
庫
管
理
『
入
楞
伽
心
玄

義
』（
略
称
「
称
名
寺
本
」）
に
依
拠
し
て
対
校
し
た
。
句
読
点
は
私
の
判
断
で

あ
る
。

（
16
） 

大
正
蔵
本
「
經
」
を
称
名
寺
本
「
等
」
に
訂
正
。

（
17
） 

大
正
蔵
本
「
稱
」
を
称
名
寺
本
「
攝
」
に
訂
正
。

（
18
） 

「
法
」
の
前
に
「
三
」
の
字
が
あ
る
方
が
自
然
で
あ
る
が
、
称
名
寺
本
に
も
無

い
。

（
19
） 

称
名
寺
本
「
如
来
部
」
で
あ
る
が
、
法
蔵
の
著
作
に
こ
の
用
例
が
無
い
の
で
、

大
正
蔵
本
「
如
本
部
」
の
ま
ま
に
す
る
。

（
20
） 

称
名
寺
本
に
よ
り
「
次
」
を
挿
入
。

（
21
） 

大
正
蔵
本
「
一
乗
」
を
称
名
寺
本
「
二
乗
」
に
訂
正
。

（
22
） 

﹇
１
﹈
⒞
「
莫
不
皆
依
如
来
蔵
縁
起
…
」
に
準
じ
れ
ば
、「
如
来
蔵
隨
縁
所
成
」

の
「
如
来
蔵
」
は
主
語
で
は
な
く
、
八
識
（
＝
能
依
）
が
縁
起
す
る
基
盤
（
＝

所
依
）
と
し
て
も
解
釈
で
き
る
。
し
か
し
、「
性
相
交
徹
」
や
「
鎔
融
無
礙
」
と

い
う
解
説
か
ら
、
法
蔵
は
「
八
識
」
と
「
如
来
蔵
」
の
間
に
明
確
な
区
別
を
し

て
い
な
い
の
で
、
能
依
と
所
依
と
い
う
不
可
逆
的
な
関
係
性
を
想
定
し
て
い
な

い
と
理
解
し
た
。

（
23
） 

高
崎
氏
は
『
宝
性
論
』
梵
文
に
お
い
て
、「
一
乗
（ekayāna

）」
の
語
が
無
い

こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
前
掲
高
崎
書
（
前
注
６
）、
一
一
八
頁
参
照
。
松
本
氏

は
こ
れ
を
重
要
な
指
摘
と
紹
介
し
、『
究
竟
一
乗
宝
性
論
』
の
「
一
乗
」
も
対
応

語
が
無
い
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
前
掲
松
本
書
（
前
注
11
書
、
後
者
）

二
一
六
頁
、
注
93
参
照
。

（
24
） 

『
心
玄
義
』﹇
１
﹈
⒞
の
「
法
相
宗
」
と
「
実
相
宗
」
の
記
述
は
、
次
の
『
探
玄

記
』
の
「
始
教
」
と
「
終
教
」
に
関
す
る
区
別
が
原
形
で
あ
ろ
う
。『
探
玄
記
』

巻
第
一
「
二
、
始
教
中
広
説
法
相
少
（
小
）
説
真
性
。
所
立
百
法
、
決
択
分
明

故
無
違
諍
。
所
説
八
識
唯
是
生
滅
。
法
相
名
数
、
多
同
小
乗
。
固
非
究
竟
玄
妙

之
説
。
如
『
瑜
伽
』『
雑
集
』
等
説
。
三
、
終
教
中
少
説
法
相
、
広
説
真
性
。
以

会
事
従
理
故
。
所
立
八
識
通
如
来
蔵
隨
縁
成
立
、
具
生
滅
不
生
滅
。
亦
不
論
百

法
、
名
数
不
広
。
又
不
同
小
、
亦
無
多
門
。
如
『
楞
伽
』
等
経
、『
宝
性
』
等
論

説
。」（
大
正
三
五
、一
一
五
下
二
三
―
一
一
六
上
一
）。
た
だ
し
、『
探
玄
記
』
で

は
、『
入
楞
伽
経
』
や
『
宝
性
論
』
等
は
「
百
法
」
を
論
ぜ
ず
、
法
の
名
称
の
数

量
は
少
な
く
、
広
範
で
は
な
い
、
と
言
う
。
こ
の
場
合
、
こ
れ
ら
の
経
論
に
お

け
る
法
（dharm

a

）
の
範
囲
は
曖
昧
で
あ
る
。

（
25
） 

大
正
蔵
の
異
本
校
異
は
「
二
乗
宗
」
で
あ
る
。

（
26
） 

称
名
寺
本
「
第
九
明
義
分
斉
」。

（
27
） 

た
だ
し
『
心
玄
義
』
に
共
通
す
る
叙
述
形
式
を
反
映
し
、
実
際
に
は
実
相
宗

（
如
来
蔵
縁
起
宗
）
一
般
の
解
説
の
傾
向
が
強
い
。

（
28
） 

前
掲
松
本
論
文
（
前
注
11
、
後
者
）
三
頁
参
照
。
Ａ
（
基
体
）
の
代
表
例
は
、

仏
性
、
真
如
、
法
界
、
本
性
、
如
来
蔵
、
我
で
あ
り
、
Ｂ
（
超
基
体
）
の
代
表

例
は
菩
提
因
、
種
姓
、
種
子
、〔
ア
ー
ラ
ヤ
識
〕
で
あ
る
。
偶
然
な
の
か
、
Ｂ
の

内
「
種
姓
」
と
「
種
子
」
は
、
法
蔵
が
法
相
宗
の
仏
性
と
見
做
す
も
の
と
同
一

で
あ
る
。
異
な
る
の
は
、
如
来
蔵
思
想
に
つ
い
て
、
松
本
氏
が
こ
の
仮
説
を
有

効
と
考
え
、
法
蔵
は
Ａ
と
Ｂ
の
区
別
を
認
め
な
い
点
で
あ
る
。
こ
の
仮
説
の
初

出
は
、『
仏
教
思
想
論　

上
』（
大
蔵
出
版
、
二
〇
〇
四
年
）
一
一
二
頁
参
照
。
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（
29
） 

た
だ
し
、
一
闡
提
の
「
無
量
罪
垢
所
纏
」
＝
「
業
縁
」
と
い
う
条
件
は
、
極
め

て
特
殊
な
〝
有
為
・
有
漏
〞
で
あ
ろ
う
。
凡
夫
一
般
が
〝
有
為
・
有
漏
〞
で
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
こ
で
は
「
一
闡
提
」
に
限
定
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。
お
そ
ら
く
こ
の
「
無
量
罪
垢
所
纏
」
と
は
、〝
大
乗
を
誹
謗
し
た
罪
〞
が
含

意
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
「
隨
事
虧
盈
」
の
「
事
」
は
、
有
為

法
を
意
味
す
る
。﹇
６
﹈「
約
理
遍
情
門
」
の
「
理
」
は
無
為
法
で
あ
る
。

（
30
） 

も
っ
と
も
法
蔵
の
解
釈
が
正
し
い
場
合
で
も
、『
涅
槃
経
』「
師
子
吼
菩
薩
品
」

は
、
法
顕
訳
に
含
ま
れ
な
い
部
分
な
の
で
、
イ
ン
ド
成
立
の
文
献
と
し
て
未
確

定
で
あ
る
。

（
31
） 

前
掲
松
本
論
文
（
前
注
11
、
後
者
）
一
八
三
―
一
八
五
頁
参
照
。
松
本
氏
が

「
滅
一
闡
提
」
の
用
例
と
し
て
列
挙
す
る
経
文
に
、『
涅
槃
経
』「
徳
王
菩
薩
品
」

の
「
若
一
闡
提
信
有
仏
性
。
当
知
是
人
不
至
三
悪
。
是
亦
不
名
一
闡
提
也
」（
大

正
一
二
、五
一
九
中
一
九
―
二
〇
）
が
あ
る
。
そ
の
趣
旨
は
、「
仏
性
」
に
対
す

る
「
信
」
に
よ
っ
て
、「
一
闡
提
」
で
は
無
く
な
る
、
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
こ

れ
も
「
仏
性
」
＝
無
為
法
、「
信
」
＝
「
有
為
・
無
漏
」
と
解
釈
で
き
る
の
で
、

「
一
闡
提
」
を
克
服
す
る
能
力
は
「
信
」
で
あ
り
、「
仏
性
」
自
体
は
無
能
力
で

あ
る
。
法
蔵
は
『
起
信
論
義
記
』
に
お
い
て
、
二
乗
廻
心
に
関
連
し
て
、「
又
由

本
有
仏
性
之
力
、
令
心
還
生
於
浄
土
中
、
逢
仏
・
菩
薩
善
友
力
故
。
修
大
乘
道
。」

（
大
正
四
四
、二
四
四
中
）
と
主
張
す
る
。
こ
の
趣
旨
は
、
二
乗
が
「
本
有
」
の

「
仏
性
之
力
」
に
よ
っ
て
、「
心
」
を
「
浄
土
」
に
帰
還
さ
せ
、
そ
の
後
、
仏
や

菩
薩
の
善
知
識
の
力
に
よ
っ
て
「
大
乗
道
」
を
修
習
す
る
、
と
い
う
内
容
で
あ

る
。
法
蔵
は
「
仏
性
」
に
「
力
」
＝
能
力
を
認
め
て
い
る
が
、
イ
ン
ド
に
お
い

て
も
「
仏
性
」
は
能
力
を
有
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
で
は
「
仏
性
」
＝
無

為
法
が
能
力
を
持
つ
こ
と
に
な
る
。

（
32
） 

円
測
『
解
深
密
経
疏
』「
如
此
等
教
、
皆
是
行
性
。
定
当
得
故
。
約
不
定
姓
少
分

而
説
。」（
新
纂
二
一
、二
七
〇
下
一
九
―
二
〇
）。
橘
川
智
昭
「
円
測
に
よ
る
五

性
各
別
の
肯
定
に
つ
い
て
」（『
仏
教
学
』
第
四
〇
号
、
一
九
九
九
年
）、
一
〇
七

―
一
〇
八
頁
、
ⅱ
の
部
分
参
照
。

（
33
） 

基
『
大
乗
法
苑
義
林
章
』「
諸
乗
義
林
」
に
「
応
化
声
聞
者
、
即
『
経
』
所
説
耽

三
昧
酒
。『
経
』
劫
不
覚
、
後
従
彼
起
方
発
大
心
。
仏
菩
薩
等
作
此
化
形
、
作
声

聞
類
。
先
聖
入
滅
『
経
』
劫
久
時
。
今
尚
発
心
。
況
於
我
等
。
故
為
応
化
」（
大

正
四
五
、二
六
七
上
）。

（
34
） 

松
本
史
朗
「『
勝
鬘
経
』
の
思
想
的
立
場
」（
前
注
11
書
、
後
者
）、
四
三
一
―

四
三
二
頁
、
五
一
四
頁
、
注
44
参
照
。
た
だ
し
厳
密
に
言
え
ば
、
法
蔵
は
偈
文

を
論
拠
と
し
、
松
本
氏
は
長
行
を
考
察
し
て
い
る
。

（
35
） 

法
蔵
『
起
信
論
義
記
』「
然
此
利
鈍
遅
疾
。
諸
聖
教
略
有
七
位
。
謂

八
万
、六
万
、四
万
、二
万
、一
万
等
劫
。
如
次
以
配
四
果
及
独
覚
人
。
此
五
、
如

彼
『
涅
槃
経
』
説
」（
大
正
四
四
、二
四
四
中
九
―
一
一
）。

（
36
） 

円
測
『
解
深
密
経
疏
』「
問
。
若
爾
如
何
説
為
涅
槃
。
答
。
仏
依
迴
心
向
大
声

聞
、
以
火
焼
身
、
示
現
涅
槃
。
説
為
涅
槃
。
非
実
涅
槃
。」（
新
纂
二
一
、二
七
一

中
一
四
―
一
六
）。
前
掲
橘
川
論
文
（
前
注
32
）、
一
〇
九
頁
、
ⅸ
、
一
一
一
頁
、

ⅸ
参
照
。

（
37
） 

『
涅
槃
経
』﹇
７
﹈
に
対
す
る
円
測
の
解
釈
、
前
注
32
参
照
。

（
38
） 

加
納
氏
は
、
如
来
蔵
説
を
一
乗
真
実
説
、
瑜
伽
行
派
学
説
を
三
乗
各
別
の
対
立

と
解
釈
し
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
『
宝
性
論
』
は
一
乗
真
実
説
を
原
則
と
し
な

が
ら
も
、
三
乗
説
も
示
唆
す
る
曖
昧
さ
が
あ
る
と
指
摘
す
る
。
加
納
前
掲
論
文

（
前
注
９
）
二
一
六
頁
参
照
。
こ
の
加
納
氏
の
後
半
の
指
摘
は
、
法
蔵
の
構
想
を

揺
る
が
せ
る
重
要
な
指
摘
で
あ
る
。
松
本
氏
は
、『
宝
性
論
』
の
〝buddha-

dhātu-vi
uddhi-gotra

〞（
松
本
訳
：
仏
性
を
浄
化
す
る
種
姓
）
と
い
う
概
念

が
、
瑜
伽
行
派
の
種
姓
論
と
矛
盾
し
な
い
こ
と
を
論
証
し
た
。
こ
の
論
証
が
妥

当
で
あ
れ
ば
、
法
蔵
の
構
想
は
大
幅
に
覆
る
だ
ろ
う
。
前
掲
松
本
論
文
（
前
注

11
、
後
者
）
参
照
。

（
39
） 

常
盤
大
定
『
仏
性
の
研
究
』（
丙
午
出
版
、
一
九
三
〇
年
、
国
書
刊
行
会
、

一
九
七
三
年
）。

（
40
） 

師
茂
樹
『
最
澄
と
徳
一
』「
第
五
章　

歴
史
を
書
く
と
い
う
こ
と
」（
岩
波
新
書
、

二
〇
二
一
年
一
〇
月
）
一
六
三
―
一
八
二
頁
参
照
。
師
氏
は
、
こ
こ
で
『
仏
性

の
研
究
』
に
関
す
る
問
題
点
を
指
摘
し
て
い
る
。
私
の
観
点
と
は
異
な
る
部
分

も
多
い
が
、
参
照
さ
れ
た
い
。
本
書
を
ご
恵
投
い
た
だ
い
た
師
氏
の
学
恩
に
感

謝
の
言
葉
を
記
し
て
お
き
た
い
。

（
41
） 
「
対
立
ら
し
き
も
の
」
と
表
現
し
た
の
は
、
論
争
自
体
は
中
国
で
は
確
認
で
き
な
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い
よ
う
に
思
う
か
ら
で
あ
る
。

（
42
） 
岡
本
一
平
「
浄
影
寺
慧
遠
の
二
蔵
説
の
形
成
│
達
摩
鬱
多
羅
「
釈
教
迹
義
」
と

慧
遠
『
勝
鬘
義
記
』
―
」（『
東
洋
学
研
究
』
第
五
四
号
、
二
〇
一
七
年
三
月
）

五
頁
参
照
。

（
43
） 

玄
奘
訳
『
仏
地
経
論
』
に
お
い
て
国
土
を
三
土
に
区
別
す
る
学
説
は
、
お
そ
ら

く
慧
遠
以
来
の
三
土
（
応
土
・
報
土
・
法
土
）
説
の
影
響
下
に
加
筆
さ
れ
た
も

の
だ
ろ
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
を
準
備
し
て
い
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド

　

如
来
蔵
思
想
、
如
来
蔵
縁
起
宗
、
実
相
宗
、
法
蔵
、『
入
楞
伽
心
玄
義
』、
四

宗
、
瑜
伽
行
派
、
仏
性
、
二
乗
廻
心
、
浄
影
寺
慧
遠




